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賞

序

明
高
幹
苑
h

は
、
「
人
間
が
自
燃
に
手
を
加
え
て
形
成
し
て
ぎ
た

衣
食
性
を
初
め
技
術
・
学
関
・
芸
能
・
道
徳
・
宗
教
・
政
治

の
議
式
と
内
容
を
含
む
。
文
明
と
ほ
ぼ
同
意
義
に
用
い
ら
れ
る
と

と
が
多
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
人
間
の
精
神
的
・
内
語
的
な
生
活
に
か
か
わ
る
も
の

を
文
化
と
呼
、
び
、
文
明
と
区
別
す
る
こ
と
が
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
司
馬
連
太
部
は
「
文
化
と
は
、
特
定
の
集
関
(
た
と
え
ば
民
放
)
に
お
い

て
の
み
通
用
す
る
特
殊
な
も
の
で
他
に
及
ぼ
し
が
た
い
不
合
理
の
も
の
で
、
税
同
一
姻

的
で
な
い
。
文
明
は
、
誰
れ
も
が
捗
加
で
き
る
撤
回
溺
的
な
も
の
・
合
理
的
な
も
の
・

機
能
的
な
も
の
で
あ
る
」
山
と
解
説
す
る
。

宗
教
は
、
特
定
の
民
挟
の
生
前
線
式
を
形
成
し
て
き
た
文
化
の
典
型
と
い
え
る
。

国
諜
社
会
の
交
流
の
時
代
を
迎
え
て
、
諾
畏
族
の
異
文
化
と
し
て
の
宗
教
を
理
解

す
る
こ
と
が
本
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
と
は
ま
ず
、
自
国
の
宗
教
を
知

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
神
道
と
仏
教
で
あ
る
。
次
に
イ
ン
ド
の
宗
教
、
そ
し
て
、

ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
考
察
す
る
。
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日
本
の
宗
教

の
宗
教
は
縄
文
晩
期
、
弥
生
初
期
の
紀
冗
前

3
世
紀
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
イ

ネ
づ
く
り
の
農
耕
社
会
の
成
立
と
と
も
に
基
本
型
が
形
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

生
産
と
生
活
の
共
間
体
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
農
耕
儀
礼
を
主
体
と
し
、
日
紫
崇
拝
、

通
霊
山
一
市
拝
、
呪
術
が
発
達
し
た
多
神
教
で
あ
っ
た
。

ω
宗
教
の
定
義
を
『
広
詐
苑
加

は
、
「
宗
教
と
は
神
ま
た
は
何
ち
か
の
詔
越
的
絶
対
著
、
或
い
は
卑
俗
な
も
の
か
ら

分
離
さ
れ
禁
吋
給
さ
れ
た
神
聖
な
る
も
の
に
関
す
る
信
仰
・
行
事
。
ま
た
、
そ
れ
ら

の
連
鵠
的
体
系
。
帰
依
者
は
精
神
的
共
同
体
を
営
む
」
と
記
し
て
い
る
。

で
は
、
「
カ
ミ
」
と

一
拍
凡
そ
称
し
て
カ
ミ

と
い
う
は
、
尊
尚
の
栽
な
れ
ば
、
君
上
の
ご
と
き
、
首
長
の
ご
と
き
、
皆
こ
れ
を

カ
ミ
と
い
弘
、
近
く
身
ζ
と
り
て
も
頭
髪
の
ご
と
き
を
い
弘
、
速
く
の
物
に
お
い

て
も
、
上
な
る
所
さ
し
て
カ
ミ
と
い
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
。
鵠
大
野
皆
は
吋
日
本

一
拍
を
さ
か
の
ぼ
る
h

に
お
い
て
、
「
カ
ミ
と
は
、
ま
ず
蓄
を
ざ
す
こ
と
が
多
い
。
次

に
虎
と
か
蛇
、
襲
、
オ
オ
カ
ミ
と
か
恐
る
べ
き
動
物
の
激
烈
な
力
に
対
し
て
人
間

が
到
底
対
抗
し
得
な
い
、
恐
る
べ
き
存
識
を
カ
ミ
と
い
う
。
ま
た
、
山
、
坂
、
川
、

道
、
織
な
ど
は
、
そ
の
巨
大
な
存
在
自
体
が
威
圧
的
で
あ
っ
た
の
で
、
人
間
の
恐

怖
の
対
象
を
カ
ミ
と
し
た
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
カ
ミ
の
特
性
は
、
人
間
に
よ
っ
て

好
ま
れ
、
親
し
ま
れ
、
品
寵
さ
れ
る
詐
在
で
は
な
い
。
ぞ
れ
は
、
恐
怖
、
畏
怖
、
畏

敬
の
対
象
で
は
あ
っ
て
も
、
人
間
的
な
交
泌
を
持
つ
対
象
と
は
全
額
忠
わ
れ
て
い

な
い
。
話
、
猛
獣
か
ら
始
ま
っ
て
、
山
や
川
の
通
行
を
お
び
や
か
す
存
在
と
さ
れ

て
お
り
、
支
記
者
と
し
て
の
カ
ミ
も
、
恐
ろ
し
い
存
在
と
し
て
し
か
把
諾
さ
れ
て

い
な
い
〕
と
説
明
し
て
い
る
。

ω
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
信
仰
心
は
現
代
ま
で
、

て
い
る
。

神

道

日
本
は
、
神
道
の
国
で
あ
る
。
信
徒
数
は

l
l
s
、
3
8
4
、
2
2
3
人
で
あ
る
。

神
事
は
元
日
記
参
拝
、
ゴ
一
、
受
験
の
祈
願
、
冠
婚
葬
祭
、
季
節
毎
の
祭
り
な

ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
神
道
を
区
分
す
る
と
、
①
神
社
神
道
、
恐
皐
室

④
学
派
神
道
、
⑤
教
一
派
神
道
・
神
道
系
新
宗
教
で
あ
る

5長

1
.
神
社
神
道

こ
れ
は
神
道
の
も
っ
と
も
代
表
的
な
も
の
で
、
持
社
を
中
心
と
し

り
を
行
う
。

党主
ノ宮、

祭

り

我

々

日

本

人

の

宗

教

は

、

祭

り

と

し

て

の

神

道

で

あ

る
。
持
道
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
祭
り
は
、
神
道
的
実
践
の
鯵
行
で
も
あ
る
。
祭

り
は
、
神
と
人
と
が
出
会
い
、
和
楽
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
活
を
正
常
な
も
の
と
し

て
生
成
発
壊
さ
せ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
神
社
は
、
神
と
人
が
出
会
う
場
所
で
、

そ
こ
で
は
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
条
件
と
は
「
礼
」
と

47← 

で
あ
る

拝

の

対

象

は

と

時

ば

れ

る

も

の

で

あ

る

G

神
体
は
、

も
の
実
体
を
い
う
の
で
は
な
く
、
「
御
霊
代
〕
と
も
い
う
よ
う
に
、
神
の
鎮
ま
る
依

代
で
あ
る
。
即
ち
、
樹
木
・
岩
石
・
山
岳
な
ど
の
ほ
か
、
島
・
洞
窟
・
滝
な
ど
の

自
対
物
が
し
ば
し
ば
持
の
神
体
と
し
て
祭
柑
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
く
は

こ
れ
ら
は
神
そ
の
も
の
と
考
え
ち
れ
て
い
た
。
ま
た
、
社
搬
の
発
達
と
も
関
連
し

つ
つ
、
人
工
的
物
件
〈
工
芸
品
・
貴
重
品
〉
が
御
霊
代
と
さ
れ
た
。
鏑
・
剣
・
勾

玉
な
ど
は
そ
の
実
例
で
あ
る
。
礼
持
の
仕
方
法
、
「
一
一
拝
二
拍
子
一
拝
」
で
あ
る
。

「
拝
」
と
「
拍
子
」
が
神
道
の
拝
礼
作
法
の
特
住
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
式
の
礼

拝
に
お
い
て
は
、
玉
串
を
奉
納
す
る
。

(2) 

きし

の



文化としての宗教( 3 ) 

問

教

典

花
服
部
神
社
官
同
の
片
山
文
彦
は
次
の

な
神
学
は
な
い
。
神
道
は
、
日
本
に
止
し

の
で
は
な
い
ο

日
本
と
い
う
属
土
に
生
ま
れ
膏
っ
日
本
人
と
共
に
出
現
し
た

の
が
神
道
で
あ
る
。
従
っ
て
、
教
典
は
な
い
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
然
、

し
か
も
日
本
と
い
う
風
土
と
気
按
よ
り
な
る
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
か
書
か

れ
た
も
の
に
寄
り
懸
か
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
、
強
い
て
い
え
ば
、

古
事
記
。
日
本
書
紀
・
古
語
拾
遺
で
あ
る
。
記
・
紀
な
ど
に
は
、
神
話
の
部
分
と

歴
史
が
あ
る
が
、
煙
史
と
神
話
が
つ
な
が
っ
て
も
一
向
に
か
ま
わ
な
い
。
む
し
ろ

孜
々
の
組
先
は
神
だ
と
考
え
る
こ
と
が
、
桂
霊
信
停
に
も
っ
と
も
な
じ
む
も
の
で

あ
る
九
州
仰
さ
ら
に
、
「
神
道

ιは
独
副
の
教
興
が
な
い
の
で
、
自
然
か
ら
学
ぶ
。
自

撚
〈
親
神
様
〉
の
命
ず
る
ま
ま
に
生
活
を
具
現
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
考
え
方
が
不

自
然
に
な
り
、
罪
械
れ
の
状
騰
に
な
れ
ば
、
た
だ
ち
に
棋
ぎ
械
え
を
し
て
、
自
然

に
一
成
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
神
道
で
は
、
出

-m-
動
植
物
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も

の
に
神
を
見
、
八

ru万
の
神
々
の
非
主
を
認
め
る
。
人
間
は
自
然
の
一
部
で
あ
り
、

吉
然
を
窺
と
し
て
生
か
さ
れ
る
。
自
然
を
破
壊
す
る
こ
と
は
、
親
殺
し
に
つ
な
が

る
。
神
は
自
黙
と
共
に
伝
統
を
大
切
に
す
る
。
そ
れ
誌
、
万
世
一
系
の
天
皇
で
あ

る
。
天
皇
を
戴
き
天
皇
制
を
護
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

シ」。

で
あ
る
」

2
.
皇
護
神
道

べ
て
い
る
。
「
神
道
に
は
体
系
的

あ
っ
て
作
ら
れ
た
も

て
い
る
の

天
皇
が
関
わ
り
を
も

ヤ
マ
ト
政
権
の
成
立
と
管
機
に
連
携
し
て
い
る
の
で
宮
経
神
道

大
和
朝
廷

の
持
々
は
、

(
タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
)

の
子
孫
と
し
て
、
天
神
(
ア
マ
ツ
カ
ミ
)

オ
ホ
ミ
カ
ミ
)

と
い
い
、
農
耕
儀
礼
を

新
嘗
祭
〈
ニ
と
ナ
メ
〉
と
大
嘗
祭
の
起
源

護
祭
(
ニ
ヒ
ナ
メ
)
は
、
農
耕
儀
礼
の
中

て
、
オ
ホ
キ
ミ
が
最
高
祭
司
と
し
て
新
嘗
祭
を
主
宰
し
た
。
新
嘗
祭
の

天
皇
が
持
と
と
も
に
新
穀
を
食
べ
、
天
皇
が
天
一

の
時
期
か
ら
毎
年
の
新
嘗
祭
と
区
別
し
て
、
天
内

う
に
な
っ
た
。
最
初
の
大
昔
祭
は
問
暦
6
7
3
年、

以
障
で
は
、
明
治
天
患
は
明
治
4
年
日
門

日
、
昭
和
天
泉
は
昭
和
3
年
日
月
M
呂、

秋
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

る。

国
家た。つ

て
い
る
か
ろ
で
あ
る
。

3
.
伊
勢
神
宮

∞

起

漉
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崇
神
天
皇
、
垂
仁
天
皇
の
時
代
と
伝
え

の
時
代
に
、
疫
病
が
流
行
し
農
民
の
反
乱
が
お
こ
っ
た
た
め
、

そ
の
結
果
、
宮
中
で
耐
っ
て
い
た
天
照
大
神
(
ア
マ
テ
ラ
ス
オ

そ
れ
て
、
山
内

て
い
る
。

の

天
皇
が

ホ
ミ
カ
ミ
〉

ヤ
マ
ト
オ
ホ
ケ
ニ
タ
マ
ノ
カ
ミ

い切っ。

こ
の
二
神
を
朝
起
の

6
年
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ

神
体
は
山
県
位
を
あ
ら
わ
ず
三
一
種
の
神
器

で
あ
る
。
伊
勢
神
棋
の
外
宮
は
、
ト
ヨ
ウ
ケ
ノ
カ
ミ
を
祭
神
と
し

」
と
に
な
っ
た
と

の
ひ
と
つ

売ア

タ
ノ
カ
ガ
ミ
」

て
い
る
。

成
立
当
初
は
天
皇
家
の
氏
神
と
い

の
成
立
に
よ
っ
て
、
全
国
の
神
社
の
な
か
で

性
格
を
そ
な
え
る
に
至
っ
た
。
伊
勢
神
宮
の
こ
う
し
て

確
立
と
が
併
行
し
て
確
定
し
た
。
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ
は
、

は
オ
ホ
ヒ
ル
メ
ム
チ
と
呼
ば
れ
る
高
天
原
の
る
が
、

つ
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マ
テ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ
は
、
け
は
の
神
、
水
の
持
、
海
の
神
な
ど
、
基

本
的
に
農
業
神
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て
い
る
。
事
軒
時
代
に
な
っ
て
、
伊
勢
信

仰
の
民
衆
化
が
進
み
、
民
衆
の
間
で
は
農
業
神
と
並
ん
で
引
に
記
る
商
業
持
と
し

て
、
現
批
利
益
信
抑
の
対
象
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
集
団
参
宮
の

か
げ
ま
い
り
」
「
ぬ
け
ま
い
り
」
が
流
行
し
た
。

∞
天
皇
制
と
の
関
わ
り

普
通
、
大
嘗
附
印
刷
は
天
皇
即
位
の
後
、
ア
マ
チ
ラ
ス
オ
ホ
ミ
カ
ミ
、
及
、
び

一
大
神
・
地
祇
に
薦
め
、
自
ら
も
食
す
神
事
で
、
そ
の
後
い
均
年
行
わ
れ
る
も
の
が
、

新
嘗
摂
で
あ
る
。
大
嘗
祭
は
、
設
の
版
(
と
や
は
り
)
の
下
で
行
わ
れ
る
徹
夜
の
儀

式
で
あ
る
。
即
泣
の
礼
は
自
同
骨
寸
行
わ
れ
る
。
一
方
は
宗
教
的
側
面
で
あ
り
、
前

方
は
政
治
的
側
面
で
あ
る
。
大
嘗
祭
は
、
ま
た
、
天
皇
の
神
絡
化
の
儀
式
と
い
っ

て
よ
い
。

太
平
洋
戦
争
は
、
天
皇
を
「
現
人
神
〕
と
し
て
先
頭
、
に
立
て
て
戦
っ
た
。
敗
戦

し
た
時
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
品
、
天
山
間
活
の
非
宗
教
化
を
要
求
し
た
。
「
神
道
指

令」

(
1
9
4
5
年
ロ
月
同
社
)
は
来
型
制
を
以
下
の
如
く
競
定
し
た
。
「
日
本
/

天
皇
ハ
ソ
ノ
家
系
、
血
統
或
イ
ハ
特
殊
ナ
ル
起
諒
ノ
故
ニ
地
図
ノ
元
首
に
壌
ル
ト

ス
ル
、
主
義
」
。
究
室
の
「
家
系
、
皇
統
、
起
糠
」
と
は
、
記
紀
に
お
け
る
「
天
孫
降

臨
」
神
話
を
指
す
。
ぞ
れ
は
日
本
の
建
国
神
話
の
源
で
あ
る
。
ぞ
れ
を
連
合
国
は

否
定
し
た
。

連
合
国
は
「
神
道
指
令
」
に
つ
づ
い
て
、
天
皇
の
「
人
間
宣
言
」

(
1
5
4
6
年

1
月
2
日
)
を
出
し
た
。
し
か
し
「
現
人
神
」
と
「
人
間
〕
と
辻
、
対
立
語
で
は

な
か
っ
た
。
神
道
に
は
、
人
そ
死
後
だ
け
で
辻
な
く
、
生
前
む
も
神
(
ミ
コ
ト
)

と
し
て
記
る
民
俗
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
も
天
自
主
は
依
然
と
し
て

の
入
、
す
な
わ
ち
ア
刀
ミ
ご
で
あ
る
。

「
貴
種
〕

「
絶
対
」

注
.
捗
考
文
献

山
可
馬
遼
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
棄
描
h

m

初
頁

俗
村
上
重
良
司
自
本
宗
教
事
典
』

2
頁
講
談
社
学
術
文
藤

ω
大
野
晋
明
日
本
語
脅
さ
か
の
ぼ
る
』
何
一
段

大
法
輪
編
集
部
・
キ
リ
ス
ト
教
・
神
道
、
ど
こ
が
ち
が
う
か
』

前
掲
議

sB 
和
61 
年

1
9
8
8
年

は
性、、
，
e'''
尽
υハ。

吋
・
キ
リ
ス
ト
教
と
大
嘗
祭
h

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編

:tt 
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ひ
ろ
さ
ち
ゃ
・
上
田
賢
治
円
神
道
の
聖
典
』
鈴
木
出
版
社

1
9
9
2
年

II 

仏

教

1
.

韓
式
仏
教

山
葬
式
仏
教
へ
の
喪
函

前
項
で
、
日
本
誌
神
道
の
悶
で
あ
る
と
述
べ
た
。
だ
が
、
仏
教
問
で

も
あ
る
。
信
後
数
は
実
に

8
9
、
0
3
3
、
8
0
4
入
で
あ
る
。
我
々
日
本
人
は
実

に
不
思
議
な
文
化
の
中
に
生
活
し
て
い
る
。
国
中
い
た
る
所
に
神
社
と
寺
院
が
現

在
す
る
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
個
人
的
に
は
「
無
宗
教
」
な
の
で
あ
る
。
仏
教

国
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
仏
教
が
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
の
に
、
日
本
人
に
お
い
て

は
、
縁
が
薄
い
。
仏
教
の
本
費
は
、
輪
廻
と
四
苦
八
苦
の
官
し
み
か
ら
解
説
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
何
故
、
わ
が
同
に
お
い
て
は
「
葬
式
仏
教
」
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
。
川
内
満
利
麿
が
興
味
深
い
分
析
を
し
て
い
る
の
で
、
著
書
明
日

本
人
は
な
ぜ
無
京
教
な
の
か
恥
か
ら
引
用
さ
せ
て
国
く
。
著
者
は
先
ず
、
日
本
の

宗
教
を
「
自
然
宗
教
い
と
「
餅
唱
宗
教
」
と
い
う
熟
語
で
底
分
す
る
。
「
朗
唱
宗

教
」
と
は
、
教
組
と
教
典
茂
び
教
尽
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
宗
教
で
あ
る
。
そ

の
代
表
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
仏
教
、
イ
ス
う
ム
教
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

「zH然
宗
教
」
は
、
教
祖
は
お
ら
ず
、
自
然
発
生
的
で
、
無
意
識
に
先
祖
た
ち
に

45-
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て
き
た
宗
教
で
あ
る
と
定
義
す
る
。

中
間
の
日
本
人
は
、
三
つ
の
こ
と
を
鵠
じ
て
い
た
と
い
う
。

在
が
文
字
通
り
倍
じ
ら
れ
て
い
た
。
第
二
は
、
仏
教
と
と
も

に
も
た
ら
さ
れ
た
イ
ン
ド
人
の
世
界
観
で
あ
る
し
ハ
道
輪
組
、
即
ち
、
あ
ら
ゆ
る
生

き
物
は
地
獄
、
餓
鬼
、
悲
生
、
阿
修
羅
、
人
間
、
天
、
の
六
つ
の
度
界
を
巡
り
続

け
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
前
世
や
来
世
の
与
在
と
生
ま
れ
変

わ
り
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
第
三
辻
、
死
後
、
地
獄
や
餓
鬼
、
畜
生
と
い
っ
た
世

界
に
落
ち
な
い
よ
う
に
、
死
後
の
世
界
の
救
済
が
切
実
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
一
二
者
が
、
一
体
と
な
っ
て
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
が
中
世
で
あ
る
。
部

郎
内
満
は
、
そ
の
例
と
し
て
親
驚
を
取
り
上
げ
る
。
親
鷲
が
法
黙
の
弟
子
に
な
っ

た
の
は
、
死
後
地
獄
に
昭
一
ち
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い

う
悩
み
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
、
出
家
し
て
僧
侶
に
な
っ
た
縄
自
の

A

つ
は
、
ぃ
ハ

道
輪
刷
仰
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
仏
に
な
る
の
が
最
上
の

解
決
方
法
で
あ
っ
た
。

ょっ次
に
、

第
一
は
、

最
高
の
知
忠
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
二

い
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。

度
と
六
道
を
輪
廻
す
る
こ

し

か

し

、

こ

う

し

た

神

仏

へ

の

て

資

を

変

え

蛤

め

る

。

そ

れ
は
、
罷
教
の
徳
日
が
加
わ
る
よ
う
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
初
め
は
、
仁
義
札

智
信
と
い
う
徳
日
を
守
る
こ
と
が
神
仏
へ
の
詰
仰
と
な
ら
ん
で
強
擁
さ
れ
て
い
た

が
、
や
が
て
、
神
仏
が
こ
の
喪
に
姿
そ
現
す
の
も
、
儒
教
の
教
え
、
つ
ま
り
仁
義

札
智
拾
を
人
々
に
実
践
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
仏
の
前
で
予
告
合
わ
せ
た
り
、
神

社
の
社
殿
に
ぬ
か
ず
か
な
く
て
も
、
こ
う
し
た
嬬
教
の
教
え
を
守
っ
て
い
る
か
ぎ

り
、
そ
の
人
間
を
救
う
の
だ
と
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い

w

つ。

8
、
7
控
紀
に
な
る
と
、

活
に
・
自
信
を
持
ち
は
じ
め
、
台

そ
れ
を
、
「
憂
き
世
」
か
ら
「
A

い
っ
て
も
、
死
後
の
こ
と
が
ま
っ

の
開
発
な
ど
が
進
み
、

人
々
は
こ
の
撲
の
生

つ
よ
う
に
な
っ
た
。

へ
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
枇
を
裂
し
む
と

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

そ
し
て
そ
の
危
恨
そ
解
消
し
て
く
れ
る
の
が

の
で
あ
る
。
「
葬
式
仏
教
」
と
は
、
日
本
に
国
有
の
仏
教
の
あ

日

本

文

化

の

ユ

ニ

ー

ク

っ

て

、

タ

イ

や

ヴ

エ

で
は
、
ほ
と

「

葬

式

仏

教

」

ま

ず

、

僧

侶

に

よ

っ

ら
れ
る
。
法
名
と
い
名
は
、
教
義
上
減
需
を
必
要
と
し
な
い
浄
土
真
宗
の

教
団
で
使
用
さ
れ
る
。
戒
名
(
法
名
〉
は
、
お
し
な
べ
て
「
釈

O
O
L
と
記
さ
れ

る
が
、
そ
の
「
釈
い
は
、
釈
湘
の
「
釈
」
に
由
来
し
て
お
り
、
仏
の
弟
子
に
な
っ

た
こ
と
を
治
す
。
も
と
は
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
弘
教
徒
に
な
っ
た
誌
と
し
て
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
葬
送
が
仏
教
犠
礼
で
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
死
者
の
た
め
の
法
要
や
年

忌
が
、
僧
担
を
詔
い
て
行
わ
れ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
初
夜
、
二
七
吾
(
ふ
た

な
の
か
)
、
四
七

E
、
四
九
日
の
法
要
が
あ
り
、
一
出
向
己
む
の
後
、
普
通
は
三
三
回
忌

で
終
了
す
る
。
そ
し
て
、
盆
や
命
日
に
は
墓
参
り
を
す
る
。
家
に
は
仏
塘
が
あ
っ

て
位
牌
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
「
葬
式
仏
教
」
で
あ
る
。

内ノι

仏

教

は

も

は

関

心

が

な

か

っ

た

。

ゴ

内
分
が
死
ん
で
も
、
の
倍
者
に
任
せ
て
弟
子
た
ち
法
修
行
に
励
む
よ

う
に
教
え
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
は
、
七
世
紀
後
半
に
い
た
る
ま
で
、
火
葬
場
で
簡

単
な
経
文
を
読
み
上
汗
る
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

阿
満
は
、
そ
の
仏
教
が
、
死
者
祭
記
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
「
苧
」

と
い
う
価
値
を
重
ん
じ
る
中
悶
ζ
伝
わ
っ
て
か
ら
だ
と

w

生
誕
に
親
に

亡

き

親

に

対

し

て

も

尽

く

す

。

加

え

そ
の
分
量
が
死

「
考
」
を
尽
く
す
の

て
、
中
国
で
は
、
こ
の
肢
で
ど
の
よ
う
な
善
行
を
実
践
し
た
か
、

後
の
幸
、
る
と
も
い
付
加
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

か
っ
た
。

り
ト
刀
を
さ
し
て
お
り
、

ト
ナ
ム
、

と
い
P

つ。叫
葬
式
仏
教
の
定
馨

で
あ
っ
た

い
で
あ
ろ
う

つ
け

44 
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後
の
幸
福
を
願
っ
て
、
亡
き
親
に
か
わ
っ
て
こ
の
世
い
で
善
行
を
請
む
、
そ
の
も
っ

と
も
効
果
の
あ
る
も
の
が
、
仏
へ
の
供
養
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
限
紀
の
法
然
に
よ
る
専
修
念
仏
の
登
場
も
「
葬
式
仏
教
」
の
成
す

の
上
で
大
き
な
意
義
が
あ
っ
と
阿
満
は
言
う
。
締
法
黙
の
念
仏
は
そ
れ
ま
で
の
念

仏
と
は
異
な
り
、
死
者
の
鋳
魂
慰
霊
の
呪
文
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
原
理

を
明
ら
か
に
し
て
、
幽
生
き
て
い
る
人
間
の
救
済
を
対
象
と
し
た
。
阿
弥
陀
仏
は
、

そ
の
人
間
が
義
人
で
あ
ろ
う
が
悪
人
で
あ
ろ
う
が
、
自
分
の
名
前
を
呼
ぶ
も
の
討

す
べ
て
自
分
の
出
、
時
点
極
楽
浄
土
に
迎
え
と
っ
て
仏
と
す
る
と
い
う
諦
い
を

も
っ
て
い
る
。
法
然
の
念
仏
は
、
あ
く
ま
で
も
生
き
て
い
る
人
関
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
一
人
一
人
が
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
る
か
ど
う
か
と
い
う
決
斯
の
上
で
成

立
す
る
宗
教
で
あ
っ
て
、
死J
者
の
鎮
魂
慰
霊
の
た
め
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
生
前
の
在
り
方
は
不
問
に
付
し
て
、
死
者
を
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
に
ゆ
だ
ね

る
と
い
う
、
生
き
て
い
る
人
間
の
お
も
い
や
り
が
、
「
葬
式
仏
教
い
を
支
え
る
と
と

に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

印
「
ホ
ト
ケ
」
の
由
来

死
者
を
「
ホ
ト
ケ
」
と
時
ぶ
こ
と
こ
そ
、
「
葬
式
仏
教
」
の
極
致
で
あ
る
と
阿
満

は
治
べ
る
。

ω
そ
れ
は
、
死
者
を
祭
れ
ば
、
「
ホ
ト
ケ
い
に
な
る
と
い
う
告
仰
こ

そ
が
、
「
浮
世
」
の
事
楽
や
儲
教
の
道
徳
ム
ム
忠
義
(
道
徳
を
守
っ
て
さ
え
お
れ
ば
人
生

拡
充
実
し
た
も
の
に
な
る
)
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
死
者
を

「
ホ
ト
ケ
」
と
い
う
の
か
。
仏
教
で
は
本
来
「
仏
」
は
っ
フ
ツ
」
と
読
ま
れ
て
き

た
。
「
ブ
ツ
」
は
「
プ
ッ
ダ
」
に
由
来
す
る
。
ブ
ッ
ダ
の
意
味
は
、
「
党
者
」
、
「
梧
っ

た
人
」
で
あ
る
。
決
し
て
「
死
者
」
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
イ
ン
ド
の
「
ブ
ッ
ダ
い

と
い
う
音
に
中
国
人
は
「
仏
」
と
い
う
漢
字
を
当
て
た
。
「
仏
」
は
中
国
語
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
ホ
ト
ケ
」
と
い
う
読
み
方
は
日
本
一
語
で
あ
る
。
「
仏
」
と
い
う
漢

字
を
中
国
音
の
「
ブ
ツ
」
で
は
な
く
、
「
ホ
ト
ケ
」
と
読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な

ぜ
か
。
い
ま
だ
に
結
論
辻
出
て
い
な
い
と
い
う
。
「
ホ
ト
ケ
」
と
は
、

「
ホ
ト
キ
」
と
い
う
器
物
に
食
べ
物
を
い
れ
て
祭
る
霊
の
こ
と
で
、

行
事
か
ら
始
ま
っ
た
と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
詳
し
て
、
存
資
蕗
左
衛
門
は
、
「
ホ
ト

ケ
」
と
い
う
表
現
は
、
死
者
そ
祭
る
と
き
、
死
者
の
霊
魂
を
寄
り
つ
か
せ
る
た
め

に
使
わ
れ
る
木
の
技
が
、
「
ブ
ト
キ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ち
転
じ
た
と
い
う
。

間
満
は
、
死
者
を
「
ホ
ト
ケ
」
と
称
す
る
の
は
、
仏
教
本
来
の
教
え
北
よ
る
と

い
う
よ
り
も
、
仏
教
以
前
の
日
本
の
「
自
然
宗
教
」
の
考
え
方
が
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
「
ホ
ト
ケ
」
と
は
、
伝
統
的
な
「
カ
ミ
」
の
一
種
で
あ
る
と
結 の

論
づ
け
る
。

と
こ
ろ
で
、
死
者
そ
「
ホ
ト
ケ
」
と
呼
ぶ
の
が
一
般
化
す
る
の
は
、
仏
教
憎
侶

に
よ
る
葬
送
と
法
事
が
普
通
と
な
る
、
近
世
に
な
っ
て
か
ら
で
、
.
死
者
、
が
生
語
、

仏
教
に
締
依
し
て
い
な
く
て
も
葬
犠
の
部
に
、
僧
侶
か
ら
引
導
を
受
け
て
戒
名
を

段
け
ら
れ
、
釈
避
の
弟
子
と
な
れ
ば
、
「
仏
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ

た
。
さ
ち
に
、
江
一
円
時
代
の
半
、
ば
こ
ろ
か
ら
、
死
鞍
そ
の
も
の
を
「
ホ
ト
ケ
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
人
は
死
ね
ば
、
「
ホ
ト
ケ
」
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
死
後

の
安
楽
の
保
証
が
約
束
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
世
を
生
き
て
い
る
間
に
も
、

創
唱
宗
教
を
選
び
取
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
多
く
の

H
本
人
は
、
安
心
し

「
無
宗
教
」
を
標
携
し
て
い
る
の
だ
、
と
阿
満
は
い
う
。

ω
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2
.
「
般
若
心
経
」

日
本
人
に
最
も
親
し
ま
れ
て
い
る
経
本
は
、
で
あ
ろ
う
。
葬
式
で

あ
げ
ら
れ
る
お
経
の
殆
ど
が
『
心
経
』
だ
か
ら
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
此
の
お
純

の
立
臼
読
を
覚
え
て
い
る
菩
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
観
自
在
菩
臨
行
深
摩
訴
般
若
発
破

ぎ
や
て
い

羅
蜜
多
時
」
で
始
ま
り
、
「
掲
帝
掲
晴
、
按
騒
掲
帯
、
波
羅
僧
掲
帝
、
菩
提
僧
湾

問
」
で
純
わ
る
ο

意
味
不
明
で
も
、
何
故
か
写
経
に
打
ち
込
む
人
が
後
を
た
た
な

い
。
日
本
仏
教
十
三
宗
が
一
同
に
会
し
て
、
一
つ
の
お
経
を
読
む
と
す
れ
ば
、
で
心

経
」
以
外
に
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
経
の
解
く
般
若
観
の
思
想
が
大
柴
仏

教
の
精
髄
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

ω



文化としての京教( 7 ) 

て
紹
介
す
る
。

r-一丸

一、仰向J

行
深
州
市
制
般
若
波
縦
欝
多
持
、

〔
般
若
波
羅
繁
多
を
行
ず

る
叫
吋
〕

色色色与舎~， J支ど
ftP~- 不 5、利 '1
是ぜ異い子L切ご
ざ95卓三 帯〈
ι-;F~' .t:J己しト

Js 

と
照
見
し
て
〕
、

〔
一
…
坊
の
苦
尼
を
皮
し
た
も
う
〕
。

ソ
し
よ
う
ぜ

L
Z

エ
性
是
色
、
〔
舎
利
子
よ
、
』

〔
告
は
空
に
異
な
ら
ず
、
空

〔
告
は
即
ち
是
れ
空
、
空
は

〔
こ
の
諸
法
は
空
相
に
し
て
〕
、

四三

是ぜ垢〈舎
故ニ不ぶ利
空:浄1子
中:川

空
の
中
に
は
〕
、

〔
色
も
な
く
、
受
・
想
・
行

の
完
成
の
「
心
」
を
説
い

と
い
う
こ
と
は
、
「
悟
り
」
体
験
に
参
ず
る

(
観
音
さ
ま
)
は
、
深
い
鞍
若
の
智
慧
の
完

成
を
実
践
し
て
い
た
時
に
、
五
つ
の
構
成
要
素
(
肉
体
、
感
覚
、
表
象
、

知
識
)
は
空
だ
と
悟
っ
て
、
一
切
の
人
生
苦
を
解
決
し
た
。
こ
れ
が
話
取

の
意
味
だ
と
い
う
。
絡
し
か
し
、
こ
の
経
文
の
解
釈
は
、
一
筋
で
は
な

詠

み

人

に

よ

っ

宝

道

無

難

禅

師

は

れ

盤む掛

無立眼日
明t耳lご
、う鼻ぴ

話可
身え
産iこ

乃とな
空しし
畳む〕

老号
死し

こ
と
も
な
し
可

以
下
、

〔しハ

1
九
〕
は
省
略
。

吋
般
若
心
経
加
は
、
般
若

と
い
う
。
従
っ
て
、
吋
心
一
経
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
無
明
も
な
く
、
亦
た
無
明
の
尽
さ
る
こ
と
も

〔
乃
至
老
死
も
な
く
、
亦
た
老
死
の
尽
き
る 空

擁
」
と
は
、
「
観
ず
れ
ば
自
に
在
る
菩
離
な
り
」
と
い
う
。
て
観
れ
ば
、

観
者
ざ
ま
は
自
己
の
中
に
在
す
帯
隣
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
白
臨
禅
師
は
「
悶
疋

非
情
愛
総
べ
て
拾
う
て
ば
、
汝
に
許
す
生
身
の
観
自
在
な
る
こ
と
を
」
と
い
う
。

相
対
的
な
分
割
の
ゐ
を
投
げ
捨
て
た
ら
、
君
自
身
が
肉
身
の
観
音
さ
ま
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
天
桂
弾
師
法
、
「
観
自
在
菩
薩
と
は
余
人
に
あ
ら
ず
、
御
者
な
り
」
と

一
ゴ
一
口
う
。
そ
れ
は
、
私
の
こ
の
穿
心
の
奥
に
い
る
、
も
う
一
人
の
、
「
本
当
の
自
己
」

を
自
覚
し
て
、
そ
の
「
本
来
の
、
真
実
の
白
己
」
に
生
ざ
る
生
活
の
こ
だ
と
い
う
。

以
下
、
円
般
若
心
経
加
の
一
百
一
拍
手
}
説
明
す
る
。

「
樺
制
」
は
韓
大
、
「
般
若
」
は
智
掛
川
、
「
波
縦
藤
多
い
は
、
完
成
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
〔
期
制
般
菅
波
羅
鑑
多
」
と
は
、
偉
大
な
鵠
り
の
智
畿
の
完
成
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
悟
り
の
詩
怒
と
は
ヱ
本
来
の
自
己
の
自
覚
い
で
島
り
、
自
技
を
空
じ
て
、

だ
心
ま
あ
ら
わ

白
日
が
無
に
な
る
と
き
、
法
が
露
に
な
る
「
絶
対
否
定
部
絶
対
書
定
」
の
論
理
で

あ
る
。
浄
土
宗
で
は
、
そ
れ
を
「
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
。
「
需
弥
詑
」
は
「
永
遠
の

背
汚
名
・
無
援
の
智
慧
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
摩
詔
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
「
南
無
阿

弥
陀
仏
」
と
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
悶

「
菩
薩
」
と
は
、

で
あ
る
。

る。
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の

略

語

で

、

め

る

入

と

い

う

い

意

味

〈
党
者
)
に
な
る
前
は
、

っ
た
の
セ
あ

次

に

、

の

「

空

」

と

は

、

形

あ

る

も

の

は

空

で

実

体

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
虚
無
主
義
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
否
定
的

に

見

た

も

の

を

、

の

だ

と

い

う

。

お

経

と

い

う

も

の

は

理

解
し
に
く
い
の
で
、
こ
の
辺
り
で
終
わ
り
に
す
る
。

3
.
E
m異
抄
h

円
般
若
心
経
h

と

並

ん

で

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

の

は

で

あ

る

。

も

っ

と
も
、
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
っ
た
一
行
の
文
干
に
す
ぎ
な
い
ご
詩
人
な
ほ
も
っ

て

往

生

を

議

ぐ

。

悪

人

を

や

」

で

あ

る

。

は

晩

年

の

親

驚

に
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近
侍
し
た
唯
円
が
、
師
の
教
え
が
異
な
っ
て
ゆ
く
の
を
嘆
き
、
後
自
身
が
親
鷺
真

実
の
教
え
と
信
ず
る
と
こ
ろ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
歎
異
抄
h

は
全
体
で
第
十

八
章
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
第
一
章
と
第
一
一
一
章
の
「
詩
人
な
ほ
も
っ

て
」
を
取
り
扱
う
。

一章・
の
議
頼
不
思
議
に
場
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
て
、
往
生
を
ば
遂
ぐ
る
な
り
と
信

じ
て
、
ム
必
仏
中
さ
ん
と
思
ひ
立
つ
心
の
起
こ
る
持
、
即
ち
、
摂
取
不
器
の
利
益
に

預
け
し
め
給
ふ
な
り
。
弥
陀
の
本
願
に
は
、
老
少
・
善
悪
の
人
を
択
ば
れ
ず
。
た

ざ
い
あ
く
仁
ん
:
時
う
ば
ん
mw
う
し
じ
よ
う
し
ゅ
ド
し
よ
う

だ
、
信
心
を
必
要
と
す
と
知
る
べ
し
。
そ
の
故
は
、
罪
懇
深
重
・
煩
悩
織
捕
の
衆
生

者
助
け
ん
が
た
め
の
願
に
て
ま
し
ま
す
。
し
か
れ
ば
、
本
願
を
信
ぜ
ん
に
は
、
的

の
善
も
裂
に
あ
ら
ず
。
念
仏
に
勝
る
べ
き
善
な
さ
故
に
。
悪
を
も
怖
る
べ
か
ら
ず
。

の
本
頼
を
妨
ぐ
る
程
の
患
な
さ
が
故
に
¥

の
不
患
議
な
力
に
お
助
け
い
た
だ
い
て
、
極
楽
仲
土
に
生
ま

れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
」
と
信
じ
て
、
念
仏
を
と
な
え
よ
う
と
思
い
立
つ
、
む
が

生
ず
る
と
き
、
即
産
に
、
阿
弥
陀
仏
は
、
救
い
と
っ
て
お
捨
て
に
な
ら
ぬ
ご
山
利
益

を
人
間
に
お
受
け
さ
せ
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
体
陀
の
本
願
に
お
か
せ
ら
れ
て

は
、
老
人
・
年
少
者
・
善
人
・
愚
人
と
い
う
よ
う
に
、
人
間
を
差
別
し
て
は
お
選

び
に
な
ら
な
:
た
だ
、
そ
れ
を
信
ず
る
心
が
肝
要
で
あ
る
と
心
得
な
く
て
は
な

罪

悪

が

深

く

、

一

切

の

生

き

物

を

救
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安
良
岡
氏
の

ら
な
い

そ
の

お
う
と
す
る
た
め
の
願
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
、
弥
陀
の
本
願
を
信
ず
る
に
は
、
ほ
か
の
ど
ん
な
善
事
も
、
必
要

で
は
な
い
。
念
仏
よ
り
ま
さ
る
は
ず
の
善
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
悪
事
を
も
恐

れ

て

誌

な

ら

ぬ

。

ほ

、

ど

の

い

の

で

あ

る

か

ら

。

第
三
章
「
善
人
な
ほ
も
っ
て
往
金
を
遂
く
。
悪
人
を
や
」

し
か
る
を
、
世
の
人
常
に
苦
は
く
、
「
悪
人
な
ほ
往
生
す
。
い
か
に
況
ん
や
、
善

人
を
や
」
。
こ
の
条
二
口
一
、
そ
の
詩
は
れ
あ
る
に
叡
た
れ
ど
も
、
本
願
他
力
の
意
識

に
背
け
り
。
そ
の
故
は
、
底
力
作
蕎
の
人
は
、
偏
へ
に
、
結

h
を
頼
む
心
欠
け
る

問
、
弥
陀
の
本
願
に
あ
ち
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
自
力
の
心
を
翻
し
て
、
的
力
を
頼

み
、
奉
れ
ば
、
真
実
報
士
の
詮
生
を
遂
ぐ
な
り
。

煩
悩
呉
足
の
わ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
行
に
て
も
、
生
死
を
離
る
る
こ
と
あ
る
べ

か
ら
ず
を
梯
れ
み
給
ひ
て
、
願
そ
起
こ
し
給
ふ
本
意
、
悪
人
成
仏
の
た
め
な
れ
ば
、

地
力
を
頼
み
奉
る
悪
人
、
も
っ
と
も
、
往
生
の
正
国
な
り
。
よ
っ
て
幾
人
だ
に
こ

そ
往
生
す
れ
、
ま
し
て
、
悪
人
は
、

の
訳
注

善
人
で
さ
え
も
住
生
が
で
き
る
。
ま
し
て
、
悪
人
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
医
間
の
人
は
、
普
湘
に
は
、
「
悪
人
で
さ
え
往
生
す
る
。
ま
し
て
、
善
人
は

言
う
ま
で
も
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
応
、
理
由
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
が
、
弥
陀
の
本
搬
の
能
力
に
も
と
づ
く
救
い
の
本
旨
に
そ
む
い
て
い
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
己
の

h
に
願
っ
て
善
事
を
な
す
人
は
、
弥
陀
の
的
力
を
い

ち
ず
に
、
…
信
頼
す
る
心
が
欠
け
て
い
る
か
ら
、
弥
陀
の
本
願
か
ら
外
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
白
日
の
力
を
頼
む
心
を
す
っ
か
り
改
め
て
、
弥
柁
の
他
力

を
お
頼
り
申
し
上
げ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
浄
土
の
往
生
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
べ

て
の
煩
舗
を
身
に
つ
け
て
い
る
わ
た
し
た
ち
は
、
ど
ん
な
修
行
に
よ
づ
て
も
、
生

死
を
重
一
ね
る
迷
い
の
境
地
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
阿
弥
陀
仏
が
お

憐
れ
み
に
な
っ
て
、
救
お
う
と
な
さ
る
願
を
起
こ
し
に
な
る
ご
目
的
は
、
悪
人
も

仏
に
な
れ
る
と
い
う
た
め
で
あ
る
か
ら
、
体
陀
の
他
方
を
お
頼
み
申
し
あ
げ
る
悪

人
が
、
第
一
に
、
桜
楽
往
生
で
き
る
本
当
の
因
縁
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
、
善
人
で
さ
え
も
往
生
す
る
。
ま
し
て
、
悪
入
試
詰
う
ま
で
も
な
い
、
と
、

親
轡
附
搬
入
は
仰
せ
ち
れ
ま
し
た
。
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「
悪
人
」
と
は
、
道
鰭
的
基
準
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
。
宗
教
的
意
義
に
お
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
児
、
弥
陀
の
本
願
に

対
す
る
人
間
と
し
て
の
詩
人
と
悪
人
と
の
匹
加
が
重
要
で
あ
る
。
附
そ
こ
で
、
「
そ

の
故
は
」
と
言
っ
て
、
以
下
、
な
ぜ
、
「
忠
人
」
が
特
に
す
ぐ
れ
て
往
生
を
遂
げ
る

も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
貌
驚
は
、
「
善
人
」
を
ァ
自
力
作
善
の

人
」
と
一
一
一
口
い
直
し
、
そ
の
意
識
に
つ
い
て
、
「
他
力
を
頼
む
心
欠
け
た
る
問
、
弥
陀

の
本
願
に
あ
ら
ず
」
と
鋭
く
快
剃
し
て
い
る
。
ま
こ
と
に
、
第
一
輩
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
弥
陀
の
本
願
辻
、
「
罪
悪
深
重
・
蝦
悩
織
盛
の
衆
生
を
賠
け
ん
が
た
め
の
願

に
て
ま
し
ま
す
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
自
己
の
力
を
信
じ
、
善
事
を
な
す

人
は
、
そ
れ
だ
け
、
自
己
の
罪
悪
や
煩
棋
を
忘
れ
て
、
本
願
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と

に
な
る
。
そ
う
い
う
詩
人
の
救
わ
れ
る
道
は
、
自
分
の
心
を
翻
し
て
、
他
均
を
頼

む
と
、
真
実
報
士
の
詮
生
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
、
教
え
は
、
十
字
架
が
紫
い
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の

し
て
い
る
事
柄
と
詳
わ
れ
る
。

こ
こ
で
言
っ
て
い
る

注
.
参
考
文
献

「
信
仰
義
人
」
と
共
通

日
頁

吋
日
本
人
は
な
ぜ
無
宗
教
な
の
か
h

ち
く
ま
新
書

り
ん

A
V
ハH
V
1
i

(5) (4) (3) (2) 

32 
頁

上
掲
書

々

36 
ぼ

，々

川町頁

々

52 
民

ハ。

54 
-g 

々

QO) (9) (8) (7) 

々々

63 
民

々

山山頁

々

65 
頁

Q2) (11) 

吋
般
若
心
経
を
解
く
』
講
談
社

安
良
131 [附 2~i 17 
頁織頁民
作
訳
注

々

(15) Q4) Q3) 

々

旺
し
凡
社
文
庫

1
9
S
2
年

山山頁

供々

仏
教
の
源
流

1
.

仏
教
と
葬
犠

我
々
の
日
常
食
活
の
中
で
仏
教
は
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

大
多
数
の
日
本
人
は
死
ね
ば
、
葬
儀
を
仏
教
式
で
執
り
行
い
、
「
戒
名
」
を
も
ら
う
。

そ
し
て
、
家
に
は
仏
壇
が
設
置
さ
れ
定
期
的
に
墓
参
と
法
事
を
営
む
。
所
議
離

式
仏
教
と
部
撤
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
仏
教
の
本
質
は
葬
儀
な
の
だ
ろ

う
か
。
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イ
ン
ド
人
の
人
生
観
に
人
間
誌
死
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
も
の
で
は
沿

く
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
次
の
生
涯
を
開
始
す
る
。
こ
れ
が
「
輸
矧
い
で
あ
る
。
韓

廼
は
永
劫
に
つ
づ
く
。
こ
の
輪
組
か
ち
説
出
す
る
こ
と
を
「
解
説
」
と
い
う
。
仏

教
も
、
輪
嬬
説
を
前
提
と
し
、
解
読
を
日
標
と
す
る
。

次
に
、
我
々
日
本
人
は
、
死
者
を
「
仏
」
(
ホ
ト
ケ
〉
と
呼
び
、
死
者
の
霊
が
安

ち
か
に
静
ま
る
こ
と
を
「
成
仏
す
る
」
と
コ
一
一
口
う
。
し
か
し
、
仏
教
学
者
の
渡
辺
照

宏
に
よ
れ
ば
、
仏
教
聖
典
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
用
法
は
な
い
と
い
う
。
川
死
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
人
が
「
払
陀
に
成
る
」
こ
と
を
求
認
す
る
と
す
れ
ば
、
仏
教
の

体
系
は
燕
用
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
「
読
経
な
い
し
念
仏
に
よ
っ
て

死
者
が
成
仏
す
る
い
と
い
う
こ
と
も
仏
典
の
中
に
は
根
拠
が
な
い
と
渡
辺
は
い
う
。

さ
ら
に
、
「
往
生
」
と
い
う
諦
も
、
成
仏
と
同
じ
よ
う
に
「
死
ぬ
」
と
い
う
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
典
の
用
法
に
よ
る
と
、
一
つ
の
生
涯
を
終
え
る

と
い
い
、
そ
の
後
に
新
し
い
生
涯
を
始
め
る
こ
と
を

」
と
を
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ま
た
は
と
い
う
。
若
干
の
漢
訳
仏
典
で
は
こ
の
世
界
(
裟
婆
〉
よ
り
憐

れ
た
仏
国
土
に
住
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
強
識
し
て
「
往
生
」
と
い
う
。
中
で
も
西

方
の
阿
弥
陀
仏
の
機
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
こ
と
が
中
間
で
流
行
し
、
そ
れ
が

日
本
に
も
怯
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
渡
辺
は
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
本
来
の
仏
教

で
あ
る
な
ら
、
仏
教
は
葬
式
の
専
売
で
は
な
い
。

で
は
、
仏
教
の
開
抱
の
教
え
は
何
だ
っ
た
の
か
。

2.
仏
陀
の
伝
詑

仏
陀
の
松
記
の
資
料
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
、
携
訳
等
多
い

が
、
仏
陀
の
「
麓
史
的
事
実
」
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
部
な

ぜ
な
ら
、
産
史
的
記
述
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
創
作
で
あ
っ
た
り
、
架
空
と
思
わ

れ
る
記
述
の
議
に
史
実
が
揺
さ
れ
て
い
る
と
と
も
珍
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す

べ
て
の
聖
典
は
、
た
だ
の
事
実
で
は
な
く
て
、
宗
教
的
事
実
を
伝
え
る
こ
と
を
唯

一
の
使
命
と
し
て
議
か
れ
た
。
他
の
多
く
の
宗
教
文
学
と
同
様
に
、
仏
教
文
学
も

ま
た
、
事
実
の
描
写
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
実
は
宗
教
的
真
理
を
説
い
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
渡
辺
照
宏
は
述
べ
て
い
る
。
的
こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文

献
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。

3.
仏
陀
の
生
涯

仏
教
は
、
紀
元
前
5
6
0
i
4
8
0
年
頃
北
イ
ン
ド
に
出
現
し
た
人
物
を
隣
祖

と
す
る
宗
教
で
あ
る
。
仏
陀
江
田
有
名
詞
で
誌
な
く
、
「
目
覚
め
た
人
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
仏
陀
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ヂ
ロ
〈
山
内
生
と
を
漢
字
で
昔
写
し

た
も
の
で
、
「
甘
覚
め
た
も
の
」
「
最
高
の
真
理
を
梧
っ
た
者
」
と
い
う
意
味
で
、

完
全
な
入
絡
者
の
こ
と
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
後
に
仏
陀
と
な
る
人
を
斉
蕗
と
呼
ぶ
伝
統
文
化
が
あ
っ
た
。
持

薩
と
は
、
「
仏
詑
と
な
る
資
格
を
そ
な
え
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
多
く
の
過
去
の
生
涯
お
よ
び
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
仏
詑
と
し
て

成
道
す
る
ま
で
を
菩
薩
と
い
う

彼
(
菩
薩
・
仏
陀
)
の
母
の
名
は
マ

i
ヤ
l
(麻
耶
)
と
古
う
。
マ

i
ヤ
l
辻、

分
娩
の
時
、
あ
る
轄
の
枝
に
手
を
掛
け
、
立
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
、
そ
の
布
肢
か

ら
彼
を
産
ん
だ
ο

彼
は
た
だ
ち
に
地
上
に
立
っ
て
捗
み
'
日
分
法
仏
陀
と
な
る
た
め

に
生
ま
れ
た
こ
と
そ
宣
言
し
た
と
い
う
。
械
が
生
ま
れ
て
期
も
な
い
頃
、
ア
シ
タ

と
い
う
仙
人
が
山
か
ら
降
り
て
訪
ね
て
き
て
、
そ
の
人
相
を
見
て
「
こ
の
入
は
仏

陀
に
な
る
」
と
予
苦
し
た
。
彼
泣
シ
ッ
ダ

i
ル
タ
〈
悉
達
多
)
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
「
額

望
が
満
た
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
僚
は
げ
識
の
時
、
結
婚
し
た
。

妃
は

3
人
い
た
と
い
う
。
玉
〈
ハ
ろ
は
、
彼
の
た
め
に
、
三
つ
の
宵
殻
を
賠
て
、

最
高
の
衣
食
を
与
え
、
女
性
た
ち
を
侍
ら
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
、
ず
彼
は
悩

ん
だ
。
「
世
間
の
患
者
た
ち
は
、
自
分
が
若
い
、
病
み
、
死
ぬ
こ
と
を
亡
や
れ
、
佑
人

の
者
、
L

瓶
、
死
を
け
ぎ
ら
い
す
る
が
私
は
自
分
も
老
い
、
病
み
、
死
ぬ
こ
と
を
思

い
、
快
楽
を
避
け
て
修
行
し
、
静
寂
の
境
地
に
奈
り
た
い
J

と
決
心
す
る
。

彼
が
宮
殿
か
ら
税
出
し
た
の
は
印
識
の
時
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
識
は
、
出
家

修
行
者
(
シ
ュ
ラ
マ
ナ
〉
の
仲
間
に
入
る
。
務
行
者
は
家
庭
を
離
れ
、
身
分
、
需

産
を
捨
て
、
単
独
に
、
あ
る
い
は
集
団
で
、
修
行
に
励
み
、
在
家
の
信
者
の
支
持

に
よ
っ
て
金
活
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
彼
は
た
だ
一
人
で
苫
行
に
励
ん
だ
。

節
食
か
ら
断
食
に
入
り
時
吸
を
持
制
し
た
。
肉
体
を
苦
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

精
持
的
自
由
の
境
地
に
速
し
よ
う
と
し
て
死
に
直
面
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
目

的
(
人
間
の
汗
悩
の
根
本
的
解
決
)
に
速
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
出
家
生

活
に
入
っ
て
か
ら
6
年
、
去
行
法
解
脱
に
達
す
る
道
で
誌
な
い
こ
と
を
悟
っ
て
突

然
、
行
を
中
止
し
た
。
そ
し
て
、
車
、
想
に
よ
っ
て
最
高
の
真
理
を
悟
る
こ
と
を

の
で
あ
る
。
彼
辻
ア
シ
ュ
ヴ
ア
ツ
夕
、
ま
た
は
ピ
ッ
パ
う
と
い
う
樹
(
設
け

の
下
で
常
持
し
て
仏
陀
と
な
っ
た
。
の
苦
悩
の
解
明
は
以
下
の
通
り

39 

あ
る
。「
人
々
は
生
死
を
く
り
か
え
し
、
そ
の
た
び
に
老
死
な
ど
の
苦
悩
を
受
け
る
。
老
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死
の

(
生
)
に
あ
る
。
誕
中
の
原
因
は
生
脊
(
有
)
に
あ
号
、
そ
の

原
闘
を
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
執
着
(
取
)
、
欲
望
(
渇
費
)
、
感
受
(
党
)
、
感
触
(
触
)
、

問
糊
の
機
能
(
六
処
)
、
、
む
と
物
(
名
色
)
、
精
神
活
動
(
識
)
、
生
活
活
動
〈
一
行
)

が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
の
最
初
の
療
関
は
根
本
的
無
知
(
無
明
〉
で
あ
る
」
。
蔀
ち
、

す
べ
て
の
苦
悩
の
桜
源
は
組
本
的
無
知
で
島
る
と
悟
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
根
本
的
無
知
が
滅
す
れ
ば
、
生
活
活
動
以
下
が
次
々
に
減
し
、
あ
ら
ゆ
る
苦

協
が
減
す
る
わ
け
で
あ
る
。

え相悼

の

の

よ
っ
て
〔
縁
可

と
い
う
と
こ
ろ
か
ち
「
縁
起
説
」
と
し
て
知
ら
れ
、
根
本
的
無
知
か
ら
数
え
て
者

死
ま
で
、
口
四
縁
と
も
い
う
。
こ
れ
が
仏
教
思
想
の
出
発
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

披
が
仏
陀
と
な
っ
た
の
は
、
紀
元
前
5
2
5
年
の
ヴ
ァ
イ
シ
ャ

l
カ
{
太
陽
暦
の

4
1
6
月
に
和
当
)
の
の
夜
(
日
本
で
は
日
月

8
H
)
を
そ
の

H
に
あ
て

「
成
道
会
」
と
い
う
。

P
駒

山

法

輪

経

』

は

苦

悩

に

つ

い

て

の

教

え

で

あ

る

。

苦

悩

に

つ
い
て
の
聖
な
る
真
理
と
い
う
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
誕
生
は

背
悩
で
あ
り
、
者
は
苦
様
で
あ
り
、
療
法
苦
悩
で
あ
り
、
死
は
苦
憐
で
あ
る
。
憎

ら
し
い
も
の
に
遇
う
こ
と
は
背
悩
(
恕
首
会
苦
)
で
あ
り
、
愛
す
る
も
の
と
別
れ

る
こ
と
は
苦
悩
(
愛
別
離
苦
)
で
あ
り
、
欲
し
い
も
の
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
は

苦
悩
(
求
不
得
苦
〉
で
あ
る
。
人
間
的
存
在
を
構
成
す
る
あ
ち
ゆ
る
物
質
的
精
神

的
の
製
楽
〈
五
蓮
盛
百
)
は
苦
悩
セ
あ
る
」
。
こ
れ
は
所
調
、
山
昨
八
苦
で
あ
る
。

「
こ
の
託
協
の
克
服
北
つ
い
て
の
聖
な
る
真
理
は
、
欲
望
を
の
こ
り
な
く
滅
ぼ
し
、

断
念
し
、
放
棄
し
、
執
着
し
な
い
こ
と
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

4
.
原
始
教
問

こ
の
思
想
辻
、
原
始
仏
教
教
団
の
成
立
と
と
も
に
発
震
し
て
い
く
。
こ
の
教
団

は
、
民
衆
に
た
い
し
て
い
た
が
、
実
際
に
こ
の
僧
伽

ン
ガ
)
に
入
つ

て

真

理

に

到

達

で

き

る

者

は

、

る

こ

と

が

で

き

た

出

家

者

に

眠
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
に
教
団
は
上
姥
部
と
大
衆
蔀
に
分
か
れ
た
。
紀
元

前
3
世
紀
、
第
三
代
ア
シ
ョ

i
カ
王
は
‘

だ
。
し
か
し
、

て
上
座
部
に
力
を

世
紀
ご
ろ
か
ら
、
大
乗
仏
教
が
台
頭
し
た
。
部
一
派

出
家
管
個
人
中
心
の
布
り
方
に
対
し
て
、
欝
砲
、
在
俗
信
者

の
間
か
ら
反
省
と
批
判
が
高
ま
り
、
出
家
、
在
家
の
別
を
超
え
て
、
広
く
社
会
の

救
済
を
目
指
す
利
他
行
の
実
践
的
信
仰
が
唱
え
ら
れ
た
。
自
利
本
位
の
弘
教
を
小

乗
仏
教
と
い
う
。

5
.
大
乗
経
典

般

若

心

経

、

華

大

無

量

寿

経

、

法

華

経

が

成

立

し

た

。

大

乗
経
典
に
は
、
神
や
死
後
の
世
界
〈
来
世
)
が
語
ら
れ
、
霊
魂
と
そ
の
輪
組
が
鋭

か
れ
た
。
仏
教
は
、
広
範
な
員
衆
か
ら
、
定
命
あ
る
も
の
の
聞
で
の
来
て
し
な
い

霊
魂
の
や
ま
れ
か
わ
り
そ
隣
ち
切
っ
て
成
仏
で
き
、
救
済
の
宗
教
と
し
て
迎
え
ち

れ
た
。
そ
の
後
、
仏
教
の
儀
礼
は
呪
術
的
要
素
を
強
め
て
被
雑
化
し
、
現
問
科
議

信
仰
の
対
象
と
し
て
仏
像
、
神
縁
が
さ
か
ん
に
造
瀕
さ
れ
た
。

3
世
紀
末
、
グ
プ
タ
朝
の
母
国
が
成
立
し
、
仏
教
は
政
治
権
力
と
結
ん
で
最
盛

期
を
迎
え
、
各
地
に
壮
大
な
寺
院
が
連
立
あ
た
。

6
計
紀
に
、
仏
教
は
ヒ
ン
ズ
ー

教
と
交
流
を
深
め
た
。
イ
ン
ド
の
仏
教
は
、

8
世
紀
か
ら

1
2
艶
紀
に
か
け
て
イ

ス
ラ
ム
教
の
進
出
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
滅
び
た
が
、
そ
の
後
も
、
釈
湘
は
ヒ
ン

ズ
ー
教
の
患
者
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

-38-

6
.
入

滋

仏
陀
は
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
と
い
う
寒
村
の
村
は
ず
れ
に
あ
る
サ
!
ラ
樹
の
林
の
中

で
、
晴
一
本
の
樹
の
あ
い
だ
に
北
に
枕
を
樫
い
た
寝
床
を
設
け
さ
せ
、
右
脇
を
下
に

両
親
を
麓
ね
て
身
を
横
た
え
た
。
そ
し
て
彼
は
弟
子
た
ち
を
呼
び
集
め
、
仏
陀
、

法
、
教
団
、
避
な
ど
疑
問
の
あ
る
も
の
は
申
し
出
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
、
誰
。



( 12 ) 第40}~. (2004) 弘前学説大予文学部長~繋

と
り
質
問
す
る
も
の
は
い
な
い
。
疑
問
が
な
い
こ
と
を
確
か
め
た
時
に
、
次
の
よ

う
に
詩
わ
れ
た
。
吋
で
は
、
修
作
僧
た
ち
ょ
。
汝
た
ち
に
告
げ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
現

象
は
移
ろ
い
ゆ
く
。
怠
ら
ず
努
め
る
が
よ
い
ぷ
。
こ
れ
が
最
後
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

そ

れ

は

、

葬

犠

拾

遺

誌

に

よ

り

七

担

問

8 
0 

る

お) (4) (3) (2) (1) 

円
仏
教
h

京
波
新
書

9 
9 
5 
昭年
和
43 
年

岩
波
書
庄

噌
谷
文
雄
『
日
本
人
の
仏
教
h

角
川
川
選
書

常
磐
大
定
『
日
本
構
教
の
研
究
』
春
秋
社
版

一
郎
吋
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
対
話
』
鈴
木
出

の
在
厳
な
供
養
の
犠
式
の
の
ち
火
葬
に
付
し
た
。

参
考
文
献

宇
井
伯
議

で
あ
る

ひ
ろ
さ
ち
ゃ
・

1
9
9
4
年

(8) (7) (6) 

版仏
教
伝
道
協
会
『
仏
教
聖
典
』

1
9
9
6
年

比
盤
根
安
定
吋
日
本
宗
教
史
h
E本
基

村
上
重
良
『
日
本
宗
教
事
典
h

講
談
社

ヒ
ン
ド
ウ

i
の
一
怖
削
減
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
踏
の
を
窓
味
す
る
言

葉
で
、
イ
ン
ダ
ス
川
の
流
域
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
こ
と
を
意
味
づ
け
て
い
た
。

ヒ
ン
ド
ウ

i
教
に
泣
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
特
定
の
開
祖
は
い
な
い
し
教

義
も
な
い
。
宗
教
だ
け
で
は
な
く
、
習
裕
や
慣
習
、
社
会
制
度
な
ど
す
べ
て
に
わ

た
る
概
念
で
、
「
文
北
複
命
体
」
の
意
味
で
あ
る
。

ω

古
来
イ
ン
ド
に
は
一
冗
々
ド
ラ
ヴ
ィ
グ
系
の
原
住
誌
が
住
ん
で
い
た
。
彼
ら
の
一
倍

四

ヒ
ン
ド
ウ
l
教

1
.
起

源

宗
教
と
い
う
常
葉
で
、

v

つ。

ヒ
ン
ド
ウ
!
教
を
珂
解
す
る
こ

仰
は
動
物
崇
拝
や
樹
木
崇
持
、
主
殖
器
崇
拝
で
あ
っ
た
。
其
惣
へ
、

地
方
か
ら
ア

i
リ
ヤ
人
が
イ
ラ
ン
と
イ
ン
ド
へ
入
っ
て
き
た
。
彼
ら
の
宗
教
江
バ

ラ
モ
ン
教
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
に
入
っ
た
ア
!
リ
ヤ
人
が
東
に
移
る
に
つ
れ
て
土

着
の
人
々
と
接
触
、
混
ム
慌
が
進
み
、
彼
ら
の
習
俗
・
習
横
が
ア

i
リ
ヤ
社
会
に
吸

て
い
く
。
こ
う
し
て
バ
ラ
モ
ン
教
の
宗
教
形
態
が
変
資
し
た
の
が
い
い
ン
ド

コ
!
カ
サ
ス

ウ
i
教
の
桜
幹
で
あ
る
。

ア
i
リ
ヤ
人
の
本
来
の
京
教
は
供
犠
の
宗
教
、
つ
ま
り
、

神
様
を
喜
ば
せ
、
活
力
を
与
え
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
家
者
一
家
殺
の

健
療
や
子
孫
の
繁
栄
を
願
う
。
そ
う
し
て
祭
式
を
と
お
し
て
神
と
人
間
を
交
換
を

す
る
と
い
う
端
造
で
あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
東
へ
移
っ
た
ア

i
リ
ア
入
が
ず
ン
ド
人
で
あ
り
、
剖
へ
移
つ て

た
人
々
が
、
ギ
リ
シ
ャ
入
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
ア
!
リ
ヤ
人
の

り
、
セ
ム
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
嫌
っ
た
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
。

ア
!
っ
ヤ
入
は
、
車
内
銅
の
武
器
の
製
造
投
稿
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
式

て
イ
ン
ダ
ス
文
明
を
滅
ぼ
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
其
処
に
は
、
井
一
戸
・
浴
室
・
給

水
と
下
水
道
が
完
錆
し
た
高
度
の
文
明
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
発
掘
に
よ
っ
て

知
ち
れ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
文
明
は
紀
元
前
2
5
0
0
年
ご
ろ
か
ら
、
ア

i
リ
ヤ

人
が
入
っ
て
来
た
起
源
前
1
5
0
0
年
ご
ろ
で
あ
る
。
起
訴
前
1
0
0
0
年
か
ら

起
掠
前
8
0
0
年
頃
ア

i
リ
ヤ
入
は
し
だ
い
に
東
の
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
へ
移
動
し

て
、
バ
ラ
モ
ン
を
頂
点
と
す
る
社
会
体
制
を
形
成
す
る
。
社
会
の
成
員
の
措
層
は

ヴ
ア
ル
ナ
(
四
姓
)
が
あ
り
、
職
業
に
よ
っ
て
反
別
さ
れ
た
社
会
集
団
・
カ

i
ス

ト
が
あ
る
。
カ

i
ス
ト
の
語
糠
は
ボ
ル
ト
ガ
ん
語
の
「
カ
ス
タ
」
で
、
「
血
統
」

辺
永
一
桝
」
を
意
味
す
る
。
バ
ラ
モ
ン
(
措
)
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ア
(
王
挟
)
、
ヴ
ア
イ

シ
ヤ
(
庶
民
)
は
ア

l
リ
ヤ
入
で
、
シ
ュ
ド

l
ラ
〈
隷
民
)
階
級
は
非
ア

i
り
ヤ

人
で
あ
る
。
他
の
カ

i
ス
ト
と
の
通
婚
や
共
食
を
禁
じ
て
い
る
。
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っ
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2
。
諸
宗
教
が
混
濁
し
て
い
」
ン
ド
ウ

i
教
の
成
立

1
6
世
紀
ご
ろ
、
ア
!
リ
ヤ
人
と
先
性
民
と
の
器
血
が
進
み
、
ガ
ン

杷

大

な

平

原

に

進

出

し

交

易

の

中

心

と

し

てし
て
、
み
ず
か

、
出
家
と
呼
ば

る
新
し
い
宗

バ
ラ
モ
ン

よ
っ
て
宗
教
的
境
地
を
求
め
る
シ
ュ
ラ
マ
ナ

れ

ジ

ャ

イ

ナ

教

と

い

う

ア

l
ワ
ヤ
的
な
要
素
か
ら

教
が
出
て
く
る
。
ア

l
リ
ヤ
人
は
祭
式
を
執
行
す
る
藷
級
、
知
ち
バ
ラ
モ
ン
と
し

て
社
会
的
に
も
宗
教
的
に
も
頂
点
に
立
っ
て
、
地
位
が
高
く
な
る
と
彼
ら
に
対
す

る
批
判
が
起
こ
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
仏
教
が
ア
シ
ョ

i
カ
王
の
時
代
金
制
3
世

紀
ご
ろ
)
、
一
時
期
イ
ン
ド
の
統
合
理
急
と
し
て
支
配
的
に
な
る
が
、
釈
瀧
の
忠
組

誌
、
非
バ
ラ
モ
ン
的
、
非
ア

l
リ
ヤ
的
で
あ
る
た
め
、
民
衆
の
生
活
の
中
に
根
を

お
ろ
し
た
時

ι変
質
し
た
。
ま
た
、
仏
教
の
初
期
段
階
で
誌
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

仏
像
の
制
作
が
、
大
乗
に
な
っ
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
と
な
っ
た
。
紛
こ
の
影
響
で

バ
ラ
モ
ン
教
で
も
多
く
の
神
像
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
グ
プ

タ
斡
時
代

(
4
1
5
世
紀
)
に
な
る
と
、
伝
統
的
な
ア

i
リ
ヤ
人
の
宗
教
や
原
住

民
の
京
教
、
そ
し
て
仏
教
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
な
ど
非
ア
!
リ
ヤ
的
な
宗
教
な
ど
が
混

治
し
て
一
つ
の
宗
教
が
成
立
す
る
。
ヒ
ン
ド
ウ

I
教

は

、

イ

ン

ド

の

社

会

3
.
イ
ス
ラ
ム
教
と
の
抗
争

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
イ
ン
ド
侵
攻
は
、

8
世
紀
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

1
2
世
紀
に

入
る
と
そ
の
激
し
さ
を
憎
し
、
略
縛
と
伎
略
を
繰
り
返
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
、

I
2
0
G
年
に
は
、
ト
ル
コ
系
の
奴
隷
出
身
の
将
軍
ケ
ト
ウ

イ
パ
ク

ιよ
っ
て
、
イ
ン
ド
の
最
初
の
イ
ス
ラ

l
ム
王
朝
、

た
。
そ
し
て
、
ア
ク
パ
ル
市
が
出
現
す
る
に
お
よ
ん
で
、
凶

た
。
ア
ク
パ
の
治
世
は
、
ど
の
宗
教
に
も
寛
大
で
あ
っ

く
る
と
、

う

生
産
形
惑
に
は
じ
ま
り
、
民
衆
個
々
の

で
、
建
雑
な
文
化
的
複
会
体
の
総
称
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

、ソ

い
た
る
ま

ン
・
ア

自
明
帝
の
中
に
は
、

た。

1
6

教
、
カ

l

イ
ス
ラ
ム
教
に
も
と
づ
く
強
権
的
な
支
配
を
行
っ
た
も
の
も
い

・
な
る
と
ヒ
ン
ド
ウ

i
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
対
立
を
詔
越
し
た
宗

否
定
し
た
、
ス
イ
ケ
(
シ

l
ク
)
教
が
興
っ
た
。

入
る
と
、
ヨ

i
ロ
ッ
パ
諸
国
が
植
民
地
を
求
め
て
、
イ
ン
ド
に
や
っ

て
来
る
よ
う
ζ
な
っ
た
。
そ
し
て

1
7
5
7
年
、
ブ
ラ
ッ
シ

l
の山

イ
ギ
リ
ス
は
、
つ
い
に
全
イ
ン
ド
を
全
部
的
な
統
治
下
に
お
い
た
。

植

民

地

経

営

の

し

て

、

ヒ

ン

ド

ウ

l
教
徒
と
イ
ス
ラ

分

離

し

を

と

っ

た

。

と

の

結

果

、

こ

れ

対
立
北
は
翌
ら
な
か
っ
た
ヒ

て
し
ま
っ
た
。

た
ス
は

ス
ラ
ム

教
徒
の

て
も
、

1
9
4
7
年

の

ヒ

ン

ド

ウ

i
教
の
イ
寝
ン
い
い
と
イ
ス

ラ
ム
教
の
パ
キ
ス
タ
ン
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ン
ド
ウ

i

教
徒
の
多
い
東
パ
キ
ス
タ
ン

題
が
噴
出
し
た
の
で
あ
る
。

ン
ゲ
ラ
デ
シ
ュ
と
独
立
し
た
擦
に

々
な
間

-36-

4
.
神
々
と
仏
教
と
の
関
連

日
本
の
神
道
に
は
、
「
八
百
行
(
ヤ
オ
ヨ
円
ズ
)
と
い

ヒ
ン
ド
ウ

l
教
に
も
ヴ
ヱ

i
ダ
の
神
々
が
三
千
三
百
一
て
.

う
。
ヒ
ン
ド
ウ

i
教
で
は
、

る

い
る
と
い

ェ
l
ダ
ブ
イ
シ
ユ
ヌ

の
神
、
太
陽
神
、

る
と
鰐
し
い
数
の

の
妃
を
は

た

じ
め
、
護
神
、

が
あ
り
、
一
関

ι、

か
し
、
神
々
は
吋

領
域
を
侵
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ウ
!
教

の
は
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
持
と
シ
ヴ
ア
持
で
あ
る
。
ヴ
イ
シ
ユ
ヌ

用
を
神
格
化
し
た
神
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
最
高
神
に
高
め
ら

持
つ
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヴ
イ
シ
ユ
ヌ
の
妃
は
ラ
ク
シ
ユ

で
、
は
吉
祥
天
で
あ
る
。
暁
の
主
神
ウ
シ
ャ
ス
は
、 し

お
在
い

っ
て
い
て
、

の

ミ
ー
ま
た
辻
シ
ュ
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毎
朝
東
の
空
に
現
れ
て
夜
の
開
を
し
雨
抑
パ
ん
ジ
ャ
ニ
ア
は
、
雷
鳴
・

電
光
と
と
も
に
雨
を
降
ら
せ
草
木
に
生
命
を
あ
た
え
る
。
シ
ヴ
ア
誌
冗
は
暴
風
神

ル
ド
ラ
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
最
高
神
に
な
る
。
リ
ン
ガ
(
男
壊
)
は
シ
ヴ
ア
の

象
徴
で
あ
る
。
幸
福
の
神
ガ
ネ

i
シ
ヤ
(
歓
喜
天
了
戦
争
の
神
ス
カ
ン
ダ
(
窓
駄

天
)
は
恵
子
で
あ
る
。
シ
ヴ
ア
は
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
打
本
で
は
大
黒
綴
と

な
っ
た
。
シ
ヴ
ア
侵
攻
と
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
侵
投
が
、
ヒ
ン
ド
ウ

i
教
の
中
心
と
な
っ

て
い
っ
た
。
こ
の
三
神
に
ブ
ラ
フ
マ

i
を
加
え
た
三
神
は
一
体
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
ブ
ラ
フ
マ

i
は
元
は
宇
宙
の
最
高
原
理
で
、
問
販
高
神
・
創
出
神
で
あ
る
。

ブ
ラ
ブ
マ
ー
へ
の
信
仰
は
一
般
的
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
仏
教
で
法
党
天
と
さ

れ
、
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
ク
ベ

l
う
は
需
産
の
神
で
、
ガ
ネ

i
シ
ャ
と
共
に

民
衆
に
人
気
が
あ
り
、
日
本
で
は
毘
沙
門
天
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
サ
ラ
ス
ヴ
ア
テ

ィ
ー
は
学
問
・
者
楽
の
神
で
、
日
本
で
は
弁
天
織
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
シ

ヴ
ア
神
の
妃
で
あ
る
カ

i
リ
i
は
、
人
首
の
輪
を
か
け
、
血
を
議
事
り
し
た
生
普
を

持
っ
た
姿
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
他
に
も
、
ヴ
イ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ

る
ク
リ
シ
ュ
ナ
や
ラ

l
マ
、
猿
の
ハ
ヌ
マ

i
ン
な
ど
が
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
。
イ
ン
ド
で
は
、
古
来
か
ら
の
神
々

て
い
る
。

神
話
や
伝
説
上
の
人
物
・
動
物

5.
修
行
と
馬
語

的

ヨ

!

ガ

仏
教
の
開
祖
釈
避
は
、
長
年
の
苦
行
を
捨
て
、
菩
提
樹
の
下
で
禅
定
〈
ゼ
ン
ジ
ョ

ウ
)
の
内
に
「
借
り
」
を
得
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
弾
定
が
、
実
は
ヨ

l
ガ
で
あ

る
。
ア
ク
ヨ
パ
ッ
ト
的
な
ポ

i
ズ
を
も
含
む

3
iガ
は
、
美
容
・
健
農
法
の
一
一
種

と
し
て
自
本
で
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ヨ

l
ガ
は
、
イ
ン
ド
に
古
く
か
ら
怯
え
ら

れ
て
き
た
宗
教
的
な
実
践
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

ヨ
l
ガ
を
体
系
づ
け
た
聖
典
叫
ヨ

i
ガ
・
ス
!
ト
ラ
加
に
よ
る
と
、
ヨ

i
ガ
と

は
「
心
の
作
用
抑
制
」
の
こ
と
で
あ
る
。
定
め
ら
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
、
心
の
集

中
と
統
一
を
行
い
、
輪
制
一
の

行
な
の
で
あ
る
。

へ
と
至
ら
せ
る
袴

的

組

命
あ
る
も
の
が
、

輸

無
限

ι生

ヒ
ン
ド
ウ

l
教

で

は

一

人

間

の

本

体

、

永

遠

不

滅

の
実
体
で
あ
る
ア
!
ト
マ
ン
(
我
)
が
輪
組
の
主
体
と
さ
れ
、
ぞ
れ
が
業
の
力
に

支
配
さ
れ
て
死
と
再
生
を
繰
り
返
す
と
考
え
も
れ
る
。
占
く
は
、
死
者
は
最
高
天

界
に
行
き
、
安
ち
か
な
生
活
を
送
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
時
代
が
進
む
と
、

天
界
で
暮
ら
し
て
い
る
者
も
再
び
死
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
と
な
っ
た
。

死
後
次
々

死
を
繰
り
返
す
こ
と
の

の
も
の

問

解

脱

一
般
に
善
悪
の
(
業
)
に
よ
っ
て
、
生
ま
れ
変
わ
る
も
の
が
決
定
さ
れ
る

が
、
イ
ン
ド
で
は
苦
に
満
ち
た
輪
組
か
ら
開
放
さ
れ
る
解
説
が
究
極
の
目
標
で
あ

り
理
想
、
だ
と
さ
れ
る
。
輪
組
の
考
え
方
は
、
ヒ
ン
ド
ウ
!
教
や
イ
ン
ド
文
化
の
み

な
ら
ず
、
仏
教
に
も
大
き
な
影
響
を
ら
ど
え
た
。
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
各
国
の
宗
教
・

文
化
に
は
、
輪
組
の
考
え
方
が
、
現
花
も
全
き
て
い
る
。

35-

同

リ

ン

ガ

イ
ン
ド
で
崇
拝
さ
れ
る
男
捜
橡
。
子
孫
繁
栄
や
生
産
力
・
豊
鏡
、
さ
ら
に
宇
宙

を
創
造
す
る
活
動
力
へ
の
倍
仰
の
対
象
。
リ
ン
ガ
崇
拝
は
土
着
の
措
仰
で
あ
っ
た

が
、
ヒ
ン
ド
ウ

i
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
創
造
と
破
壊
を
可
る
シ
ヴ
ア
神
や
シ
ヴ

ア
神
の
持
つ
力
の
象
徴
と
さ
れ
た
。

ワ
ン
ガ
は
、
血
の
よ
う
な
形
の
ヨ
!
ニ
〈
女
陰
)
と
一
対
に
な
っ
た
形
で
表
視

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
男
女
の
性
器
の
結
合
を
表
し
て
い
る
が
、
写
実
的

で
誌
な
く
、
エ
口
チ
イ
ッ
ク
な
感
じ
は
受
け
な
い
。
リ
ン
ガ
崇
拝
培
、
人
々
の
間

で
ポ
ピ
ュ
ラ

i
な
信
仰
で
易
る
。
信
仰
は
寺
院
や
詞
や
辻
に
あ
る
リ
ン
ガ
に
、
詑
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を
棒
、
げ
、
消
水
や

ω
大
字
留
と
小
学
識

イ
ン
ド
で
は
、
古
く
か
ら
、
自
然
界
(
大
宇
宙
〉
を
講
成
す
る
要
素
や
現
象
が

個
人
(
小
宇
宙
)
を
講
成
す
る
要
素
や
機
能
と
一
致
す
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
た
。
こ
の
思
想
を
受
け
継
い
だ
究
極
の
教
え
が
楚
我
一
知
で
あ
る
。
こ
れ
は
宇

捕
の
最
高
原
理
で
あ
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
(
党
)
と
個
人
の
永
遠
不
滅
の
本
体
で
あ
る

ア
!
ト
マ
ン
(
我
)
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ず
ン
ド
哲
学
の
中
心
思
想

で
あ
る
。
沼

i
ガ
な
ど
の
務
行
方
法
に
よ
っ
て
自
己
を
ブ
ラ
フ
マ
ン
に
合
一
さ
せ
、

党
我
が
…
体
で
あ
る
こ
と
を
披
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
し
み
に
満
ち
た
輪
網

の
世
界
か
ら
開
放
さ
れ
、

こ

れ

は

ヒ

っ

て

重

要

な

義

務

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。

聖

地

を

巡
る
時
間
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
功
徳
を
得
る
こ
と
が
出
去
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
型
地
で
は
、
自
分
の
罪
を
浄
め
て
先
祖
を
供
養
す
る
た
め
に
、
巡
礼
者
は

何
で
休
浴
し
て
神
に
祈
り
、
布
施
を
行
う
。
患
な
の
休
浴
は
浄
め
に
必
要

な

大

切

な

儀

礼

な

の

で

、

多

く

の

聖

地

は

ガ

ン

ジ

ム

ナ

l
河
な
ど
に
出

し
た
場
所
に
あ
。

内
ノ
恥

る
と
す
る
。

6 

聖

地
接
地
巡
礼
〈
一
ア
イ

i
ル
タ
・
ヤ

l
卜
ラ

i
)

ア
ラ

l
ハ
パ

i
ド
(
イ
ン
ド
最
大
の
祭
り
マ
ハ

が
催
さ
れ
る
襲
培
〉

ガ
ン
ジ

の
河
サ
ラ
ス
ワ
テ

合
流
す
る
場
所
サ
ン
ガ
ム
に
は
、

出
る
と
い
わ
れ
る
。

回
年
に

1
度、

-
ク
ン
プ
・
メ

l
ラ

そ
の
地
下
に
は
、
幻

て
い
る
。
二
つ
の
仰
が

ム
リ
タ
が
湧
ざ

っ
た
人
々
が
、

持
の
水
に
入
り
不
死
の
霊
薬

を
飲
も
う
と
す
る
。

ゆ

ガ

ヤ

l

(先
祖
供
養
の
聖
地
)

人
々
は
先
担
の
解
脱
を
穎
っ
て
、
こ
の
地
で
祖
霊
祭
を
行
う
。
後
頭
部
の
一
部

を
桟
し
て
頭
を
剃
り
上
げ
た
男
性
は
、
休
浴
の
後

ι神
々

て

供

物

を
降
、
げ
る
。
そ
し
て
、

た
す
ら
祈
る
。

先
祖
の
解
脱
栓
ひ

ワ
ー
ラ

l
ナ
シ

i
(ガ
ン
ジ
ス
河
)

日

本

で

は

ベ

ナ

レ

ス

と

い

わ

れ

ガ

ン

ジ

ス

河

で

光

景

が

有

名

で

あ

る
。
ヒ
ン
ド
ウ

i
教
徒
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
聖
地
で
あ
る
。
こ
の
地
で
死

深
い
者
で
も
、
た
だ
ち
に
天
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き

そ
の
た
め
各
地
か
ら
、
死
期
を
追
え
た
恋
人
や
病
人
が

死
後
天
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

(4) 

ん
だ
者
は
、

る
と
…
侶
じ
ら
れ
て
い
る
。

ガ
ン
ジ

と
を
願
っ
て
残
り
わ
ず
か
な
時
を
過
ご
す
。
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佐
藤
宏
・

長
谷
川
明

吋
イ
ン
ド

I
h

平
成
4
年

新
潮
社

1
9
Q
d
3
年

吋
ヒ
ン
ド
ウ

l
教
の
聖
典
恥
鈴
木
出
版

9 

(5) 

ひ
ろ
さ
ち
ゃ

9
3
年

五

世
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啓
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教

〈
セ
ム
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神
教
)

序阿
満
利
麿
の
宗
教
の

「
葬
式
仏
教
」
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教
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と
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つ
い
て
は
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た
。
こ
の
区
分
を
用
い
る
と

ヒ
ン
ド
ウ
!



、、zsJ円。
噌

E
Eみ/，、

教
は
「
白
然
京
教
」
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
ユ

ダ

ヤ

教

、

キ

リ

ス

ト

教

、

イ

ス

ラ

ム

教

は

、

…

を

規

範

と

す

る

啓

示

京

教

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

宗

教

の

本

質

は

、

な

の

で

あ

る

。

第40η(2004)

ユ
ダ
ヤ
教

1
.
ユ
ダ
ヤ
教
の
成
立

ユ
ダ
ヤ
教
法
、
イ
ス
ラ
ヱ
リ
ル
民
族
の
歴
史
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
民
族
は
、
草
制
期
に
警
場
す
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
い
う
人
物
か
ら
始
ま
る
。
被
の

息
子
の
ひ
と
り
は
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
奴
隷
ハ
ガ
ル
が
生
ん
だ
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
で
あ

る
。
次
男
は
正
妻
サ
ラ
か
ら
生
ま
れ
た
イ
サ
ケ
で
あ
る
。
イ
サ
ク
は
、
妻
リ
ベ
カ

に
よ
っ
て
エ
サ
ウ
と
ヤ
コ
ブ
と
い
う
双
子
を
金
む
。
ヤ
コ
ブ
(
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル

と
改
名
)
か
ら
は
人
の
男
子
が
生
ま
れ
、
彼
ら
が
イ
ス
ラ
エ
ル
民
慈
の
祖
と
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
子
孫
か
ら
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
誕
生
す
る
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム

は
次
項
で
扱
う
「
契
約
」
の
最
初
の
捜
与
者
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
の
成
立
は
、
モ

i
七
、
が
シ
ナ
イ
山
で
、
ヤ

i
ウ
エ
か
ら
「
十
戒
」
を

授
与
さ
れ
、
契
約
の
民
と
な
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
厳
密
に
い
う
と
、
パ

ピ
日
ニ
ア
捕
国
(
前
打
。
世
紀
)
弘
前
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
信
仰
を
ユ
ダ
ヤ
教
と
は
替
わ

な
い
。
ヤ

l
ウ
ヱ
倍
仰
を
民
法
存
続
の
基
本
原
理
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
名
の

京
教
的
・
民
接
的
共
間
体
は
、
パ
ビ
E
ニ
ア
描
国
を
通
し
て
初
め
て
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ヤ

i
ウ
エ
信
仰
を
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ん
の
宗
教
へ
以
後
を

「
ユ
ダ
ヤ
教
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
出
ユ
ダ
ヤ
教
は
「
聖
書
の
宗
教
」

と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
聖
書
が
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
の
生
き
方
の
基
準
だ
か
ち
で

弘fIIJ学説大学文学部紀設:

あ
る
。キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
も
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
、
一
一
何
回
停
の
「
父
」
と
い
う
の
で
あ
る
(
新

約
聖
書
口
マ
書
4
章
〉
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
お
い
て
も
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
ア
ラ
ブ
民
旗

の
先
組
で
あ
る
。
イ
シ
ュ
マ
ヱ
ル
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
ハ
、
ガ
ル
の
子
で
為
る
か
ら

だ
。
メ
ッ
カ
に
、
イ
シ
ュ
マ
エ
ル
と
ハ
ガ
ル
の
墓
が
所
在
す
る
と
い
う
。
∞
ヱ
ル

サ
レ
ム
に
は
葉
金
の
ド

i
ム

て

い

る

。

こ

の

ド

i
ム
は
イ
ス
ラ
ム
教

の
モ
ス
ケ
(
礼
拝
堂
)
で
あ
る
。
ヱ
ル
サ
レ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
の
取
土
地
で
も
あ
る
。
エ

ル
サ
レ
ム
と
そ
の
周
辺
は
、
か
つ
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
組
国
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
其
誌
に
は
シ
ナ
ゴ

i
ク
(
ユ
ダ
ヤ
教
の
礼
伴
堂
)
も
あ
る
。
A

一
一
大
宗
教
は
、

ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
起
点
と
し
て
い
る
説
拠
が
こ
こ
に
.
ぶ
さ
れ
て
い
る
と
一
ば
っ
て
よ
い
。

キ
リ
ス
ト
教
の
白
山
約
聖
書
』
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
盛
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
約

聖
書
と
は
替
わ
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
の
タ
イ
ト
ん
は
『
律
法
、
預
言
者
そ
し

て
諸
書
の
本
』
で
あ
る
。
「
律
法
(
ト

i
一
フ
ー
ご
と
は
、
「
創
世
記
」
「
出
エ
ジ
プ

ト
記
」
「
レ
ビ
記
」
「
民
数
記
」
つ
串
命
記
」
の
五
書
で
、
も
っ
と
も
神
聖
な
醤
と
し

て
特
別
な
扱
い
を
し
て
い
る
。
「
律
法
」
の
結
集
作
業
は
、
す
で
に
王
国
時
代
末
期

に
始
ま
っ
て
い
た
が
、
パ
ピ
口
ン
捕
凶
(
諮
ら

9
7
年
)
を
通
じ
て
継
続
さ
れ
、

前
側
年
頃
に
完
成
し
た
。
そ
の
後

i
O
0
年
間
に
「
預
言
書
」
が
成
心
忙
し
、
「
諸

番
」
の
結
集
は
紀
一
冗
l
註
紀
ま
で
か
か
っ
た
。
第
二
の
聖
典
は
口
伝
律
法
と
し
て

の
、
明
、
ミ
シ
ュ
ナ
』
(
紀
元

2
0
0
年
頃
)
と
「
ゲ
マ
一
ブ
」
(
完
成
)
を
集
大
成
し
た

明
タ
ル
ム
ー
ド
』
{
紀
元

5
0
0
年
頃
)
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
律
法
の
解
説
及
び

律
法
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
タ
ル
ム

i
ド
」
と
ほ
研
究
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「
ミ
シ
ュ
ナ
」
に
は
、

6
1
3
の
口
伝
律
法
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
農
産
物
の
露
、
安

息
日
と
新
食
日
、
結
婚
な
ど
夫
婦
に
関
す
る
規
定
、
民
法
の
手
続
き
、
神
殿
犠
牲

の
供
物
、
・
不
濃
の
規
定
な
ど
で
あ
る
。
「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ん
ム
!
ド
」
に
は

ピ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム

i
ド
」
に
は

3
7

て
い
る
。

2 
3 

3
.
神 監

典

33-

名

モ
ー
セ
に
仰
せ
に
な
っ
た
。
一
わ
た
し
は
主
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
、
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
に
全
能
の
神
と
し
て
現
れ
た
が
、
主
と
い
う
わ
た
し

の
名
を
知
ら
せ
な
か
っ
た
o
h

モ
i
セ
は
神
に
た
ず
ね
た
。
わ
た
し
辻
今
イ
ス
一
フ
エ



文化としての宗教( 17) 

ル
の
人
々
の
と
こ
ろ
へ
参
り
ま
す
。
彼
ら
に
、
あ
な
た
た
ち
の
先
祖
の
神
が
、
わ

た
し
を
こ
こ
に
遣
わ
さ
れ
た
の
で
す
と
言
え
ば
、
彼
ら
は
、
そ
の
名
は
一
体
何
か

と
問
う
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
ら
に
何
と
答
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
神
は

モ
l
セ
に
言
わ
れ
た
。
『
わ
た
し
は
あ
る
と
い
う
者
だ
』
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、

『
わ
た
し
は
あ
る
と
い
う
方
が
わ
た
し
を
遣
わ
さ
れ
た
の
だ
と
』
」
(
出
エ
ジ
プ
ト

記
3
章
1
3
節
以
下
)
。

「
わ
た
し
は
あ
る
」
と
は
英
語
は
、
円
〉
γ
向
者
Z
O
H
〉
γ
向
日
〉
冨
寸
Z
何

回

巴

Z
の

「
存
在
そ
の
」
で
あ
る
。
ル
タ

l
は
目
。
『
君
。
互
の
月
一
P
巳
q

r

F
月
宮
司

2
(目。と

訳
し
て
い
る
。
「
わ
た
し
は
あ
る
」
と
は
、
天
地
の
創
造
者
、
絶
対
者
な
る
神
、
時

間
と
場
所
を
超
え
て
活
動
す
る
神
を
意
味
す
る
。
後
で
触
れ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
「
父
な
る
神
」
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
「
ア
ッ
ラ

l
」
も
本
質
は
同
じ
で
あ
る
。

「
律
法
」
の
五
書
は
J

・
E
・
D
・
P
の
四
資
料
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

J
は
神

名
を
ヤ
ハ
ウ
工
、

E
は
エ
ロ
ヒ
ム
と
呼
ぶ
。

D
は
口
。
三
日
oロ
O
B可
で
申
命
記
を

構
成
し
、

P
は
司

1
2
H
qで
祭
司
で
あ
る
。
ヘ
、
フ
ラ
イ
語
に
は
母
音
表
記
が
な
い
。

Y
H
W
H
を
「
神
聖
四
文
字
」
と
い
い
、
母
音
を
付
け
て
ペ
m
w
F
d
d
F
ヤ
ハ
ウ
エ
と

呼
ぶ
が
、
通
常
は
「
ア
ド
ナ
イ
」
(
主
)
と
呼
ぶ
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。

4
.

契

約

契
約
は
、
契
約
遊
牧
民
の
生
活
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
解
釈
が
あ

る
。
例
え
ば
、
羊
飼
い
は
牧
草
を
求
め
て
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
定

住
し
て
い
る
人
た
ち
の
士
地
を
横
切
っ
た
り
、
場
所
を
提
供
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
彼
ら
と
共
存
し
て
平
和
に
暮
ら
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
存
す
る
た

め
に
は
、
一
定
の
ル

l
ル
を
定
め
て
そ
れ
を
守
る
と
い
う
契
約
が
必
要
と
な
っ
て

く
る
。
こ
う
し
た
契
約
の
観
念
が
、
神
と
人
間
の
あ
い
だ
に
も
適
用
さ
れ
た
と
い

う
生
活
習
慣
が
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

ω

)
 
1
 
(
 

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
の
契
約

ユ
ダ
ヤ
教
が
成
立
す
る
以
前
の
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
」
は
ヤ

l
ウ
エ
と

の
契
約
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
契
約
の
相
手
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
で
あ
る
。

「
こ
れ
が
あ
な
た
と
結
ぶ
契
約
で
あ
る
。
あ
な
た
は
多
く
の
国
民
の
父
と
な
る
。

・
:
わ
た
し
は
、
あ
な
た
と
の
間
に
、
ま
た
後
に
続
く
子
孫
と
の
間
に
契
約
を
立
て
、

そ
れ
を
永
遠
の
契
約
と
す
る
。
そ
し
て
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
子
孫
の
神
と
な
る
。

わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
滞
在
し
て
い
る
こ
の
カ
ナ
ン
の
す
べ
て
の
土
地
を
、
あ
な

た
と
そ
の
子
孫
に
、
永
久
の
所
有
地
と
し
て
与
え
る
。
わ
た
し
は
彼
ら
の
神
と
な

る
」
(
創
世
記
げ
章
7
1
8
節)。

こ
の
契
約
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
そ
の
子
イ
サ
ク
、
そ
し
て
ヤ
コ
ブ
(
後
に
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
改
名
)
に
継
承
さ
れ
て
い
く
。

エ
ジ (2)

フ
卜
の
ン
ナ
イ
山
で

シ
ナ
イ
契
約

モ
1

セ
が
神
か
ら
授
与
さ
れ
た
「
十
戒
」
は
、
神

と
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
と
の
契
約
の
具
体
的
な
「
条
文
」
で
あ
る
。
契
約
と
は
「
わ

た
し
は
彼
ら
の
神
と
な
る
」
「
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち
を
わ
た
し
の
民
と
す
る
」
と

い
う
神
の
約
束
で
あ
る
。
神
の
約
束
の
条
件
と
し
て
、
十
の
戒
め
を
示
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
戒
め
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
原
理
と
な
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
み
な
ら
ず
、
キ

リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
原
理
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
後
、
こ
れ
ら
三
一
大
宗
教

を
規
範
と
し
、
法
と
し
て
の
宗
教
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、

「
律
法
」
を
取
り
上
げ
る
。

-32-

「
十
戒
」

十は
戒
と
ユ
ダ
ヤ
教
の
重
要
な

害IJ
礼

と

f'j!J 

文 (3)

私
は
お
前
の
神
ヤ

l
ウ
工
、

お
前
を
エ
ジ
プ
ト
の
地
奴
隷
の
家
か
ら
導

十

戒

第
一
戒

第
二
戒

き
出
し
た
者
で
あ
る
。

お
前
は
私
に
対
し
て
他
の
神
々
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い
。

お
前
は
お
前
自
身
の
た
め
に
像
を
造
っ
て
は
な
ら
な
い
。

お
前
は
お
前
の
神
ヤ

l
ウ
エ
の
名
を
み
だ
り
に
唱
え
て
は
な
ら
な
い
。

第

戒
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第
四
戒

第
日
戒

第
六
戒

第
七
戒

安
息
住
を
聖
日
と
し
て
記
憶
せ
よ
。

お
前
の
父
と
お
誕
の
母
を
敬
え
。

お
前
は
殺
し
て
は
な
ら
な
い
。

お
前
は
姦
湿
し
て
は
な
ら
な
い
。

お
前
は
盗
ん
で
は
な
ち
な
い
。

第
八
戒

第
九
戒

て
稿
誕
を
立
て
て
は
な
ら
な
い
。

お
前
は
お
前
の
友
人
の
家
を
欲
し
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。

(
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
初
章
、

5
章・〉

第40~ (200心

神
と
人
間
と
の
関
係
で
あ
る
。
唯
一
神
教
の

縦
揺
と
詰
る
戒
め
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
み
な
も
ず
、
キ
ワ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
に

お
い
て
も
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
後
半
は
、
人
と
人
と
の
関
わ
り

で
あ
る
。

エ
レ
ミ
ヤ
と
の
諜
約

北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
関
は
前
八
控
紀
後
半
じ
ア
ッ
シ
リ
ア
に
よ
っ
て
滅
亡
し
、
臨

ユ
ダ
は
六
世
紀
に
滅
亡
と
捕
討
の
苦
難
を
嘗
め
る
。
し
か
し
、
契
約
と
信
仰
を
継

棋
し
て
き
た
の
は
、
一
連
の
記
述
預
護
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
イ
ザ
ヤ
、

ミ
カ
、
ヱ
レ
ミ
ヤ
、
ヱ
ゼ
キ
エ
ル
、
第
ニ
イ
ザ
ヤ
、
ア
モ
ス
、
ホ
セ
ア
な
ど
で
あ

る
。
そ
の
中
で
エ
レ
ミ
ヤ
は
新
し
い
預
言
を
語
る
。
「
見
よ
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ

ル
の
家
、
ユ
ダ
の
家
と
新
し
い
契
約
を
結
ぶ
日
が
来
る
、
と
支
は
言
わ
れ
る
。
こ

の
契
約
は
、
か
つ
て
わ
た
し
が
彼
ら
の
先
砲
の
手
を
取
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の
地
か
ら

導
き
出
し
た
と
き
に
結
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。
わ
た
し
が
彼
ら
の
主
人
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
と
の
契
約
を
絞
っ
た
と
主
は
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

来
る
べ
き
日
に
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ん
の
家
と
結
ぶ
契
約
は
こ
れ
で
あ
る
、
と

主
は
替
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
の
諸
法
を
彼
ら
の
胸
の
中
に
授
け
、
絞
ら

の
心
に
そ
れ
を
記
す
。
わ
た
し
は
彼
ら
の
神
と
な
り
、
彼
ち
は
わ
た
し
に
畏
と
な

る
。
」
〈
エ
レ
ミ
ヤ
番
目
章
出

imω
節〉。

最
後
の
晩
餐
の
席
上
で
イ
エ
ス
・
キ
ワ
ス

あ
な
た
が
た
の
た
め
に
流
さ
れ
る
、
わ
た
し
の
血
に
よ
る
新
し
い
契
約
で
あ
る
」

と
詩
わ
れ
た
(
ル
カ
犯
準
加
箭
)
。
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
、
継
承
さ
れ
て
い
る
重
要

な
綻
は
、
「
割
札
」
、
「
安
息
日
」
、
「
食
物
」
規
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
守
る
こ
と
が
ユ

ダ
ヤ
教
徒
の
証
し
で
あ
る
。

「
と
の
訂
作
は

5
幽

割

礼

割
礼
は
、
神
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
契
約
の
永
遠
の
散
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
あ
な
た
た
ち
、
お
よ
び
あ
な
た
の
後
に
続
く
子
孫
と
、
わ
た
し
の
間
で
守
べ
き

契
約
は
こ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
な
た
た
ち
の
男
子
は
す
べ
て
、
制
札
を
受

け
る
。
包
変
の
部
分
を
切
り
敢
り
な
さ
い
。
こ
れ
が
、
わ
た
し
と
あ
な
た
た
ち
と

の
簡
の
契
約
の
し
る
し
と
な
る
。
・
:
生
ま
れ
て
八
日
芭
に
割
礼
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
の
契
約
は
あ
な
た
の
体
に
記
さ
れ
て
永
遠

の
契
約
と
な
る
」
〈
創
世
記
打
章
叩
以
下
て
「
八
日
た
っ
て
割
礼
の
日
を
追
え
た
と

き
、
幼
子
は
イ
エ
ス
と
名
付
け
ら
れ
た
い
(
ル
カ
2
章
剖
節
)
。

-31-

6
.
安
患
日

神
道
と
仏
教
に
は
、
安
息
詰
規
定
と
い
う
も
の
が
な
い
。
一
遇
制
の
特
定
の

E

に
神
社
参
拝
と
か
寺
に
詣
で
る
習
積
は
な
い
し
、
仏
外
日
規
定
も
な
い
。
十
戒
の
第

四
戒
に
「
安
息
羽
を
心
に
留
め
、
と
れ
を
聖
別
せ
よ
。
六
日
の
間
働
い
て
、
前
で

あ
れ
あ
な
た
の
仕
事
を
し
、
七
日
日
辻
あ
な
た
の
神
、
主
の
安
息
日
で
あ
る
か

ち
、
い
か
な
る
仕
事
も
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
も
、
息
子
も
、
娘
も
、
男
女

の
奴
隷
も
、
家
藩
も
、
あ
な
た
の
町
の
門
の
中
に
寄
留
す
る
人
々
も
同
様
で
あ
る
。
」

〈
出
エ
ジ
プ
ト
記
印
章
8
節
以
下
)
。

ユ
ダ
ヤ
教
誌
土
曜
日
を
、
キ
ワ
ス
ト
教
は
日
曜
日
、
イ
ス
う
ム
教
は
金
曜
日
を

安
息
日
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
、
仕
事
を
休
み
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
礼
拝
を
揖
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は
、
京
教
的
な
食
物
規
定
と
い
う
も
の
誌
な
い

定
が
示
、
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
も
継
承

キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
伝
統
は
な
い
。
宗
教
は
「
法
」
で
あ
っ
て
、

食
物
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
我
々
日
本
人
に
と
っ
て
、
同

し
て
い
急
で
あ
る
。
食
物
規
定
は
、
言
わ
ば
異
文
化
の
典
型
で
・
占
め
る
。

「
レ
ビ
記
」
日
章
の
「
清
い
も
の
と
汚
れ
た
者
に
関
す
る
規
定
」

て
い
る
。

日
本
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
習
っ
て
、

ト
糠
)
を
揺
い
て
、
司
端
門
口
を
休
日
と
し
て
い
る
。

の
で
あ
る
。

7
-
余
物
規
定

ると
し食
べ
て
よ

腕
な
ど
。

ひ
ず
め
が
分
か
れ

反
す
う
す
る
も
の
。
牛
、
羊
、 (

キ
リ
ス

ユ
ダ
ヤ
て
い

そ
れ
が

出
羊
、

ら
く
だ
、
冊
、
猪
〈
豚
)
な
ど
。

う
ろ
こ
の
あ
る
も
の
。

会
べ
て
は
な
ら
な
い
鳥
類
は
、
鷲
、
か
ら
ず
、
こ
う
も
り
、
山

な
ぜ
、
都
が
禁
止
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
学
者
マ
ん
チ
ン
a

ノ
i
ト
は
、
そ

の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
異
教
の
祭
儀
ま
た
は
述
信
的
観
念
と
そ

れ
と
対
応
す
る
髄
式
と
結
合
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
¥

8
.
諸
宗
教
に
も
食
物
タ
ブ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
結
介
し
て
お
く
。

的
仏
教
は
、
欽
酒
・
食
肉
・
食
五
辛
の
戒

ぷ
凡
鰐
経
』
と
い
う
経
典
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
食
五
辛
と
は
、
に
ん
に
く
、
の

び
る
、
ネ
ギ
、
ゃ
ま
に
ん
に
く
、
か
ら
し
な
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

適
用
さ
れ
る
規
律
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
は
、
汚
れ
た
物
は
何
も
な
い
。

イ
ス
ラ
ム
は
、
豚
肉
、
酒
を
禁
止

食
べ
て
誌
な
ら
な
い
動
物
。

食
べ
て
よ

(3) (2) 

は
出
家

べ
る
こ
と
を
禁
じ
る
の
は
、
死
肉
、
血
、
豚
の

肉
、
そ
れ
に
神
以
外
の
マ
う
れ
た
も
の
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
」
(
同

輩
1
1
6
節
)
と
あ
る
。
つ
い
て
は
伝
承
に
よ
れ
ば
、
「
マ
リ
ア
の
子
、
イ

エ
ス
は
、
正
義
の
ま
と
し
て
汝
ら
人
民
の
上
に
天
よ
り
降
る
時
、
十
字
架
を
壊
ち
、

す
べ
て
の
豚
を
殺
す
、
だ
ろ
う
」
と
の
ム
ハ
ン
マ
ド
の
首
葉
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
と

い
w

つο 『コ

l
ラ
ン
』
に
、

川
神
滋
は
、
持
は
濁
を
饗
ぷ

原
則
的
に
は
タ
ブ

i
は
な
い
食
べ
物
は
神
様
か
ら
賜
っ
た
も
の
で
あ
り
、
生

命

を

支

え

る

根

滅

的

な

も

有

難

く

頂

く

と

と

を

基

本

と

す

る

J

(4) (3) (2) (1) 
;主

山石詔
本田圭参
七友 E 考
平雄(文
『新献
ユ
ダ
ヤ
教
史 ヨ
本
聖
書
協
会

1
9
9
3
年

P 
81 

1
9
8
0
年

-30-

ひ
ろ
さ
ち
P や
44 • 

昭
和
印
年

一
郎
『
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
』
鈴
木
出
版
社

9 

(5) 

9
3
年

吋
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ

i
ム
・
神
道
、
ど
こ
が
ち
が
う
か
h

関

p
i
1よ
円
ふ
公
リ

H 

キ
リ
ス
ト
教

外
来
の
仏
教
は
、
文
化
彫
成
に
多
大
の
影
響
を
与
え
、
土
着
し

教
国
と
一
一
一
口
わ
れ
る
は
ど
に
な
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ウ

l
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
影
響
は
皆
無
で
あ
る
。
し
キ
リ
ス
ト
教
は
多
少
影
響
を
与
え
た
。

リ
ス
マ
ス
と
サ
ン
タ
ク
臼

次
に
、
教
育
で
あ
る
。

ク

ス
で
島
る
。
寺
の
幼
稚
園
で
も
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
。

キ
リ
ス

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
宣
教
師
た
ち
は
、

に
力
を
詮
い
だ
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
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ク
i
ル
で
あ
る
。
私
立
学
校
は
キ
リ
ス
ト
教
が
先
駆
者
で
あ
る
。
創
立
何
年
を
越

え
た
学
校
は
数
多
い
。
多
く
の
学
生
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
最
後
は
、
結
婚
式
で

あ
る
。
か
つ
て
は
、
神
前
・
仏
前
で
行
わ
れ
た
。
今
は
、
ど
の
ホ
テ
ル
で
も
チ
ャ

ペ
ル
を
設
置
し
て
い
る
。
だ
が
、
信
徒
数
は
入
計
の
ー
に
す
ぎ
な
い
。
不
思
議

な
現
象
で
あ
る
。

1
.

イ
エ
ス
の
生
涯

問

題

キ
リ
ス
ト
教
は
紀
一
兆
一
世
紀
拐
一
娘
、
口
マ
支
配
下
の
ユ
ダ
ヤ
で
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
笠
間
中
4
?
1
3
0
年
以
に
よ
っ
て
つ
ら
か
れ
た
。
イ
エ
ス
と
い
う
名

は
ユ
ダ
ヤ
人
の
男
の
子
に
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
日
本
の
太
郎
・
次
郎
と
同
じ
で

あ
る
。
キ
リ
ス
ト
治
名
で
は
な
く
、
メ
シ
ア
(
救
い
主
)
の
ギ
リ
シ
ャ
語
訳
で
あ

る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
法
人
間
イ
エ
ス
は
、
救
い
主
で
あ
る
と
い
う
信
仰

告
白
で
あ
る
。
こ
の
告
白
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
成
立
す
る
。
ま
た
こ
の
告
白

は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
と
瀧
う
唯
一
の
点
で
あ
る
。
額

約
聖
書
は
イ
エ
ス
の
生
誠
を
、
旧
約
の
韻
誌
の
成
就
と
し
て
記
述
す
る
書
物
と

い
っ
て
よ
い
。
イ
エ
ス
の
出
来
事
を
型
蓄
の
証
言
か
ら
此
の
噴
を
と
り
あ
げ
る
。

先
ず
、
誕
生
か
ら
し
て
一
尋
常
で
は
な
い
。
マ
タ
イ
福
音
書
に
よ
る
と
「
母
マ
リ

ア
は
ヨ
セ
フ
と
婚
約
し
て
い
た
が
、
二
人
が
一
緒
に
な
る
前
に
、
聖
霊
に
よ
っ
て

身
ご
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
・
:
吋
マ
リ
ア
は
男
の
子
を
艦
む
。

そ
の
子
を
イ
エ
ス
と
名
付
吋
な
さ
い
。
こ
の
子
は
自
分
の
民
を
罪
か
ら
救
う
か
ら

で
あ
る
円
こ
の
す
べ
て
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
は
、
主
が
預
持
者
を
通
う
し
て
言

わ
れ
た
こ
と
が
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
出
凡
よ
、
お
と
め
が
身
ご
も
っ
て
男
の

子
を
産
む
。
そ
の
名
を
イ
ン
マ
ヌ
ヱ
ル
と
呼
ば
れ
る
』
。
こ
の
名
は
、
円
神
は
我
々

と
共
に
お
ら
れ
る
』
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
」
(
マ
タ
イ
l
輩
出
節
以
下
)
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
言
は
、
イ
ザ
ヤ
脅
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
「
ぞ
れ
ゆ
え
、

わ
た
し
の
主
が
御
自
ら
あ
な
た
た
ち
に
し
る
し
を
与
え
ら
れ
る
。
見
よ
、
お
と
め

生

も
っ
て
、
男
の
子
を
産
み
そ
の
名
を
イ
ン
マ
ヌ
ヱ

8
章
弘
語
)
。
マ
タ
イ
…
制
点
目
書
の
特
徴
は
、
細
川
一
日
の

あ
る
と
い
え
よ
う
。

て
記
述
す
る
こ
と
に

∞

神

の

国

イ
エ
ス
が
宣
教
を
始
め
た
の
は
お
よ
そ
一
一
一
十
識
で
あ
っ
た
(
ル
カ
3
章
幻
節
〉
。

イ
エ
ス
の
宜
教
活
動
は
、
バ
プ
テ
ス
マ
の
汀
ハ
ネ
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
荒
野
で
四

十
日
開
断
食
を
し
て
悪
魔
の
誘
惑
を
受
け
て
か
ら
で
あ
る
〈
マ
タ
イ
4
章
1
館
以

下
、
マ
ル
コ

1
車
問
部
)
。
イ
エ
ス
の
第
一
甫
辻
、
「
時
は
満
ち
、
神
の
国
は
近
づ

い
た
。
悔
い
改
め
て
福
吾
を
信
じ
な
さ
い
L

(

マ
ん
コ

i
草
山
節
〉
で
あ
る
。
神
の

出
と
は
、
神
の
愛
が
現
実
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
入
の
信
部
は
、
い
わ

ば
、
「
思
巣
応
報
い
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
辻
、
そ
れ
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ハ

ネ
福
奇
書
に
、
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
エ
ス
は
通
り
す

が
り
に
、
生
ま
れ
つ
き
日
の
見
え
な
い
ひ
と
を
見
受
け
ら
れ
た
。
弟
子
た
ち
が
イ

エ
ス
に
帯
杓
た
。
明
ラ
ど
、
こ
の
人
が
生
ま
れ
つ
き
日
が
見
え
な
い
の
は
、
だ
れ
が

罪
を
犯
し
た
か
ら
で
す
か
。
本
人
で
す
か
。
そ
れ
と
も
一
肉
親
で
す
か
円
イ
エ
ス
が

お
答
え
に
な
っ
た
。
明
本
人
が
罪
を
犯
し
た
か
ら
で
も
、
両
親
が
罪
を
犯
し
た
か
ら

で
も
な
い
。
神
の
業
が
こ
の
入
に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
加
と
イ
エ
ス
は
答
え
ら
れ

た」

(
9
章
1
節
以
下
〉
。
イ
エ
ス
は
、
「
臨
果
応
報
」
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
因

果
応
報
説
は
、
後
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
も
「
免
罪
符
ι

と
し
て
現
れ
る
。
ヨ
ハ
ネ

が
次
の
よ
う
に
尋
ね
た
。
「
ヨ
ハ
ネ
は
牢
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
の
な
さ
っ
た
こ
と
を

聞
い
た
。
そ
こ
で
、
自
分
の
弟
子
た
ち
を
法
っ
て
尋
ね
さ
せ
た
。
来
る
べ
方
は

あ
な
た
で
し
ょ
う
か
。
イ
エ
ス
は
お
答
え
に
な
っ
た
。
刊
行
っ
て
、
見
聞
き
し
て
い

る
こ
と
を
ヨ
ハ
ネ
む
伝
え
な
さ
い
。
目
の
昆
え
な
い
人
法
見
え
、
起
の
不
自
由
な

入
は
歩
き
、
ろ
い
病
を
患
っ
て
い
る
人
は
清
く
な
り
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
人
は
開

こ
え
、
死
者
は
生
き
返
り
貧
し
い
人
は
福
音
を
告
げ
知
、
り
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し

に
つ
ま
ず
か
な
い
入
試
幸
い
で
あ
る
ピ
(
マ
タ
イ
ロ
章
l
節
以
下
)
。
イ
エ
ス
の
答

29-
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イ
ザ
ヤ
書
部
軍
5
節
か
ら

ブ
ア
リ
サ
イ
派
の
人
々
が
、
神
の
同
は
い
つ
来
る
の

し
て
イ
エ
ス
は
、
「
神
の
国
は
見
え
る
形
で
は
来
な
い
。
フ
」
こ
に
あ
る
』
と
言

え
る
も
の
で
も
な
い
。
実
に
、
神
の
国
は
あ
な
た
が
た
の
間
に
あ
る
の
だ
」
(
ル
カ

打
草
加
節
以
下
)
と
言
わ
れ
た
。
神
の
揺
は
、
裁
の
支
配
で
あ
る
か
ら
、
人
々
の

寛
符
と
赦
し
の
姿
に
お
い
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

持
法
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
々
の
生
活
の
規
範
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
は
、
弱

者
を
苦
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
律
法
は
、
の
基
準
、
だ
か
ら
だ
。

を
守
り
得
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
イ
エ
ス

た
の
で
あ
る
。

え
は
、

あ
る
。

こ
れ
に
対

の
日
づ

福
辞
と
な
っ

パ
ウ
ロ

国
果
応
報
か
ち
の
開
放
を
自
由
と
い

る
た
め

ι、
キ
リ
ス
ト
は
わ
た
し
た
ち
を
内
由
の
身
に
し

J

、
し
っ
か
り
し
な
さ
い
。
奴
隷
の
純
に
二
度
と

(
ガ
う
テ
ヤ
書
5
章

1
節)。

一一，
叩

乞叩融

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

つ
な
が
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
L

ω
教

イ
エ
ス
の
教
え
は
、

音
書
は
「
あ
な
た
が
た
も
回
向
い
て
い
る
と
お
り
『
自
に
は
討
を
、
歯
に

と
金
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
瓦
っ
て
お
く
。
悪
人
に
手
向
か
っ
て

は
な
ら
な
い
。
れ
か
が
あ
な
た
の
右
の
類
そ
打
つ
な
ら
、
左
の
顛
を
向
け
な
さ

い
」
、
「
あ
な
た
が
た
も
開
い
て
い
る
と
お
り
、
『
姦
淫
す
る
な
加
と

し
か
し
、
わ
た
し
は
言
っ
て
お
く
。
み
だ
ら
な
思
い

え

る
も
の
と
な
っ
た
。

マ
タ
イ
揺

命
じ
ら
れ
て
い
る
。

の

妻

を

見

る

者

は

だ

れ

で

も

、

の

で

あ

る

」

(
5

章
幻
蔀
)
、
「
あ
な
た
が
た
も
障
い
て
い
る
と
お
り
『
隣
人
を
載
し
、
断

と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
詰
っ
て
お
く
。
敵
を
盤
!

泊
書
す
る
斉
の
た
め
に
祈
り
な
さ
い
し

(
5
章
付
節
〉
な
ど
で
あ
る
。

汀
ハ
ネ
一
倍
白
書
に
以
ド
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
「
そ
こ
へ
、

日
分
を

人
々
が
、
議
通
の
現
場
で
捕
ら
え
ら
れ
た
女
を
連
れ
て

z

イ
エ
ス
む
世
間
っ
た
。
『
先
生
、
こ
の
女
は
姦
通
し
て
い

る
と
き
ζ
捕
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
女
は
石
で
打
ち
殺
せ
と
、
モ

i
セ
は
律
法

で
命
じ
て
い
ま
す
の
と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
h

・~

イ
エ
ス
は
身
を
起
こ
し
て
吉
わ
れ
た
。
『
あ
な
た
た
ち
の
中
で
罪
を
犯
し
た
こ
と
の

な
い
荷
が
、
ま
ず
、
五
を
投
げ
な
ぢ
い
』
。
こ
れ
を
開
い
た
者
は
、
年
長
者
か
ら
始

一
人
ま
た
一
人
と
、
立
ち
去
っ
た
」

(
8
章
1
節

)

は

、

神

に

よ

た
ち
ゃ
ブ
ア
リ
サ

来
て
、

ま
っ
て
、

る
罪

に
M
M

か
な
ら
な
い
。

(ヰ}

十
字
架

イ

エ

ス

の

連

法

に

瀧

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

。

ト

戒

て

「

あ

な

た
に
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
ほ
か
に
神
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
は
、
一
神
教
の

大
前
提
で
あ
る
。
「
わ
た
し
」
と
誌
、
天
地
の
創
造
者
に
し
て
全
能
の
神
で
あ
る
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
の
神
で
あ
り
、
モ

i
セ
に
対
し
て
は
、
「
わ
た
し

は
あ
る
」
(
ヤ

i
ウ
エ
)
と
い
う
名
で
啓
示
さ
れ
た
神
で
あ
る
。
驚
く
こ
と
に
、
イ

エ
ス
は
自
分
自
身
を
「
ヤ

i
ウ
ヱ
」
で
あ
る
、
と
語
ら
れ
た
。
桝
え
ば
、
ヨ
ハ
ネ

福
音
書
に
、
「
人
々
が
あ
な
た
は
い
っ
た
い
ど
な
た
で
す
か
と
~
己
う
と
、
イ
エ
ス

は
『
わ
た
し
は
あ
る
h
(
8
章
別
館
、
出
節
)
と
答
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
人
間
イ
エ
ス
が
「
メ
シ
ア
」
で
あ
る
と
い
う
発
営
を
、
受
容
で

き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
-

た
ち
に
は
律
法
が
あ
り
ま
す
。
律
法
に

28 

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
叶
わ
た
し

こ
の
男
は
死
罪
に
当
た
り
ま
す
。

で
す
」
(
ヨ
ハ
ネ
国
章
7
節
)
。
イ
エ
ス
の
処
刑
の
理
由

(
人
間
)
を
神
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
設
々
日
本
人
の
宗
教
観
か

理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
神
道
で
は
偉
人
を
神
と
と
し
て
崇

め
、
ま
た
、
仏
教
で
は
死
者
を
ホ
ト
ケ
と
し
て
記
る
か
ら
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
の
死
刑
方
法
は
石
打
ち
で
執
行
す
る
が
、
十
字
娘
辻
ロ

i
マ
の
法
律
に

よ
る
処
別
で
あ
る
。
だ
が
、
イ
エ
ス
の
死
に
よ
っ
て
全
て
が
終

7
し
た
の
で
は
な
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か
っ
た
。部

復
活
と
罷
霊
降
錨

キ
ワ
ス
ト
教
信
仰
附
の
擁
立
は
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
死
を
起
点
と
し
た
。
正
確

立
一
宮
問
え
ば
、
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
か
ら
踏
ま
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
エ

ス
は
二
一
日
巨
に
死
人
か
ち
魁
え
ら
れ
た
。
マ
ル
コ
福
奇
書
に
誌
、
「
マ
グ
ダ
う
の
マ

リ
ア
、
ヤ
コ
ブ
の
母
マ
ワ
ア
、
サ
ロ
メ
の
三
人
の
女
性
が
避
の
初
め
の

E
の
朝
日
十

く
、
日
が
出
る
と
す
ぐ
墓
に
任
っ
た
。
撃
の
中
に
入
る
と
、
白
い
長
い
衣
を
着
た

若
者
が
右
手
に
座
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
ひ
ど
く
驚
い
た
。
若
者
地
一
言
っ
た
。

吋
驚
く
こ
と
は
な
い
。
あ
な
た
が
た
は
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス

を
捜
し
て
い
る
が
、
あ
の
方
法
復
活
な
さ
っ
て
、
こ
こ
に
は
お
ら
れ
な
い
。
御
覧

な
さ
い
。
お
納
め
し
た
場
所
で
あ
る
と
(
マ
ル
コ
同
輩
G
節
)
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
マ
タ
イ
に
は
、
「
祭
可
長
た
ち
は
長
老
た
ち
と
集
ま
っ
て
相
談
し
、
兵

士
た
ち
に
多
額
の
金
を
与
え
て
一
言
っ
た
。
円
弟
子
た
ち
が
夜
中
ど
や
っ
て
き
て
、

我
々
の
犠
て
い
る
間
に
死
体
を
盗
ん
で
行
っ
た
』
と
言
い
も
な
さ
い
。
・
:
兵
士
た
ち

は
金
を
受
け
故
っ
て
、
教
え
ら
れ
た
と
お
り
に
し
た
。
こ
の
話
は
、
今
日
に
至
る

ま
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
間
立
広
ま
っ
て
い
る
」
(
マ
タ
イ
路
軍
H
節
以
下
)
と
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
成
立
は
「
憲
一
霊
締
臨
」
と
い
う
出
来
事
e

か
ら

で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
法
「
捷
後
一
吉
行
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
五
旬
祭
の
日
が

来
て
、
一
同
が
一
つ
に
な
っ
て
集
ま
っ
て
い
る
と
、
突
黙
、
激
し
い
風
が
吹
い
て

来
る
よ
う
な
者
が
一
大
か
ら
関
こ
え
、
彼
ら
が
座
っ
て
い
た
家
中
に
響
い
た
。
そ
し

て
、
炎
の
よ
う
な
舌
が
分
か
れ
分
か
れ
に
現
れ
、
一
人
一
人
の
上
に
と
ど
ま
っ
た
。

す
る
と
、
一
伺
は
聖
霊
に
満
た
さ
れ
、
撃
が
語
ら
せ
る
ま
ま
に
、
ほ
か
の
国
々
の

青
葉
で
話
し
だ
し
た
」
〈
2
業
l
師
以
下
)
。
キ
ワ
ス
ト
教
は
、
こ
の
時
点
か
ら
弟

子
た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
か
ら
ヨ

i
n
パ
に
宣
教
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る。

キ
ワ
ス
ト
教
は
、

「
天
地
の
造
り
主
、
全
能
の

イ
エ
ス
辻
、
「
ア
ッ
パ
、
父
よ
、
あ
な
た
は
何
で
も
お
で
き
に
な
り
ま
す
」
(
マ
ル

コ
日
章
初
節
)
と
祈
る
。
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
で
は
、
「
わ
た
し
は
父
に
お
頼
い
し
よ
う
。

父
法
制
の
弁
護
者
を
漉
わ
し
て
、
永
遠
に
あ
な
た
が
た
と
一
緒
に
い
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
る
。
こ
の
方
は
、
真
理
の
霊
で
あ
る
。
こ
の
霊
が
あ
な
た
が
た
と
共
に

お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
あ
な
た
が
た
の
内
に
い
る
」
(
凶
章
日
節
以
下
)
と
弟
子
た

ち
に
約
束
す
る
α

ヨ
ハ
ネ
福
辞
書
は
、
神
を
父
と
述
べ
、
イ
エ
ス
を
神
の
御
子
、

そ
し
て
聖
母
械
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
一
一
.
日
し
た
の
で
あ
る
。
切
論
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ

入
に
は
承
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
パ
ウ
口
誌
も
っ
と
、
徹
悲
し
た
表
現

で
コ
口
サ
イ
人
へ
の
手
紙
に
書
い
て
い
る
。
「
御
子
は
、
見
え
な
い
神
の
楽
で
あ
り
、

す
べ
て
の
も
の
が
造
ら
れ
る
前
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。
天
に
あ
る
も
の
も
地
に
あ

る
も
の
も
、
見
え
る
も
の
も
見
え
な
い
も
の
も
、
ヂ
一
鹿
も
主
権
も
、
支
配
も
権
威

も
、
万
物
は
御
子
に
お
い
て
造
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
万
物
は
僻
子
に
よ
っ

て
、
御
子
の
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
僻
ザ
ナ
は
す
べ
て
の
も
の
よ
り
も
先
に
お
ら

れ

、

す

べ

て

の

も

の

っ

て

支

え

ら

れ

て

い

ま

す

J

と

(
1
輩
出
節
以

下
て 2.

神

一
体
」
〈
ハ
メ
・
予
・
型
霊
)

で、

い
う
。
父
と
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
ヤ

l
ウ
ヱ
と
同
じ
で
あ
る
。

の
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パ
ウ
口
培
、
元
来
熱
心
な
竺
ダ
ヤ
教
徒
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
追
害
し
て
い
た

人
物
だ
っ
た
。
彼
の
経
歴
は
「
龍
徒
一
一
戸
什
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
サ
ウ
ロ
は
な

お
も
主
の
弟
子
た
ち
を
脅
迫
し
、
殺
そ
う
と
意
気
込
ん
で
、
大
祭
一
司
の
と
こ
ろ
へ

行
き
、
ダ
マ
ス
コ
の
諸
会
堂
あ
て
の
手
紙
を
求
め
た
。
そ
れ
は
こ
の
道
に
従
う
者

を
見
つ
け
出
し
た
ら
、
男
女
を
関
わ
ず
縛
り
上
げ
、
エ
ん
サ
レ
ム
に
連
行
す
る
た

め
で
あ
っ
た
J
(
9
章

1
節
以
下
)
。
パ
ウ
日
は
自
分
の
過
去
に
つ
い
て
「
わ
た
し

は
生
ま
れ
て
八
日
割
に
割
札
を
受
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
属
し
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン

族
の
出
身
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
中
の
ヘ
ブ
一
フ
イ
人
で
す
。
律
法
に
関
し
て
は
フ
ア

ワ
サ
イ
深
の
一
員
、
の
点
で
は
教
会
の
迫
害
宥
、
律
法
の
義
に
つ
い
て
は
非
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の
う
ち
、
と
こ
ろ
の
な
い
者
で
し
た
」
(
フ
イ
リ
ピ

3
章
5
師
以
下
)
と
述
べ
て
い
る
。

被
泣
そ
の
後
、
回
心
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
震
献
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
初
期
の
教
会
会
議
で
論
争
に
な
っ
た
用
語
を
紹
介
す
る
。
父
な
る
持

と
イ
ヱ
ス
は
同
じ
質
の
実
体
で
あ
る
、
部
ち
「
同
額
」
と
い
う
術
語
で
あ
る
。
ギ

リ
シ
ャ
語
で
ホ
モ
ウ
1

シ
オ
ス
と
九
一
り
つ
。
「
父
な
る
神
」
と
「
y
V
J

な
る
神
」
は
閉
じ

質
で
あ
る
。
全
て
の
も
の
の
創
造
者
、
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
神
、
命
と
愛
と
莞

の
線
東
で
あ
る
神
が
「
ハ
凡
な
る
神
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
の
歴
史
に
関
わ
り
、

我
々
が
克
、
開
皆
、
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
持
が
コ
ナ
な
る
神
い
で
あ
る
。
そ
し

て
「
審
議
蹴
な
る
神
」
と
い
う
三
つ
が
「
用
禁
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
巡
っ
て

2
世
紀

3
世
紀
、

4
問
紀
に
か
け
て
神
学
論
争
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
三
位
一
体
な
る
神
と

表
現
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
告
白
と
し
て
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

ω

キ
リ
ス
ト
教
会
が
制
定
し
た
『
使
徒
信
条
』
は
「
我
は
天
地
の
造
り
主
、
全
能

の
父
な
る
神
を
信
ず
。
・
:
我
は
そ
の
独
り
子
、
我
ら
の
主
、
イ
ヱ
ス
・
キ
リ
ス
ト

を
信
ず
。
:
・
我
は
聖
霊
を
信
ず
。
い
と
告
白
す
る
。
ご
一
ケ
ヤ
信
条
恥
は
、
「
私
た
ち

誌
、
た
だ
ひ
と
り
の
伸
、
す
べ
て
る
父
、
天
と
地
と
見
え
る
も
の
と

い
も
の
の
す
べ
て

ま
た
た
だ
ひ
と
り
の
主
イ
エ

ス

・

キ

リ

ス

ト

を

借

じ

ま

す

。

聖

常

は

主

、

命

の

ち

え
主
で
あ
り
、
父
と
子
か
ら
出
て
、
父
と
子
と
共
に
礼
拝
さ
れ
、
共
に
栄
光
を
帰

せ
ら
れ
ま
す
。

:ι

と

告

白

す

る

。

の

本

質

は

、

こ

の

教

理

に

お

い

て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

3 

正

タ
イ
、

キ

〕
こ
で
は
イ
エ
ス
の
誕

イ
エ
ス
の
弟
子
た

ち
の
伝
道
の
記
録
で
あ
る
。

を
手
紙
と
い
う
形
式
を
用
い
て
述
べ

で
あ
る
。
「
黙
示
」
は
、
啓
ぶ
と
い
へ

議
と
新
約
聖
識
を
コ
化
典
」
と
し
て
定
め
た
の
は
、

3
9
7
年
に
開
継
さ
れ
た
カ

ん
タ
ゴ
会
識
に
お
い
て
で
あ
る
。

で
注
典
」
(
カ
ノ
シ
)
と
は
、
ナ
イ
リ
庁
間
に
生
音
す
る
「
葦
」
に
出
来
す
る
。
撃

の
茎
は
、
「
も
の
さ
し
」
「
規
範
」
「
基
準
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
日
本
キ
ワ
ス
ト

教
団
の
信
仰
告
白
は
、
「
旧
新
約
聖
書
は
、
持
の
霊
感
に
よ
り
て
成
り
、
キ
リ
ス
ト

を
証
し
、
福
音
の
真
理
を
一
不
し
、
教
会
る
べ
き
唯
一
の
正
典
な
り
。
さ
れ
、
ば
、
聖

書
ほ
聖
霊
に
よ
り
て
、
神
立
っ
き
、
と
っ
き
て
、
全
き
知
識
を
我
ら
に
与
う

る

神

の

言

葉

に

し

て

、

と

告

白

し

て

い

る

。

キ
リ
ス
ト
教
の
内
容
と
教
え
、

あ
る
。
最
後
は
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
緑

キ
リ
ス
ト
教
会
が
、

約

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
塑
蓄
に
と
い
う
文
字
を
議
ね
た
。
つ
ま
り
、
「
泊

約
思
議
」
「
新
約
型
番
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
璃
由
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の

「
聖
典
」
の
内
容
に
関
係
が
あ
る
。
そ
の
・
喧
容
と
は
、
「
契
約
」
で
あ
る
。
出
間
約

聖
書
』
は
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
、
理
史
・
律
法
・
預
一
吾
、
知
恵
文
学

な
ど
の
諸
文
書
を
一
冊
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
文
献
を
統
一
さ
せ
た

の
は
、
契
約
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
入
の
信
仰
の
根
源
に
は
、
神
の
ア
ブ
ラ

ハ
ム
と
の
契
約
及
び
モ

l
セ
の
シ
ナ
イ
契
約
が
存
在
し
て
い
た
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に

対
す
る
契
約
は
、
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
と
の
間
に
、
ま
た
後
に
続
く
子
孫
と
の
開

立
契
約
を
立
て
、
ぞ
れ
を
永
壊
の
契
約
と
す
る
。
そ
し
て
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の

わ
た
し
は
、

4
.
契

26 

て
い
る
と
の
カ
ナ
、
/
の
す
べ

永
久
の
所
有
地
と
し
て
与
え
る
。

マ

の
神
と
な
る
。
」

2
0
9
0
年
の
人
物
で
あ
る
。

で
あ
る
。

で
あ
る
。

て
の
土
地
を
、

あ
な
た
と
そ
の

典

キ
リ
ス
ト
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
環
百
者
、
諸
窓
口

ω巻
を
、

書
』
と
し
て
継
承
す
る
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
の
弟
子
た
ち
が
記
し
た
文
書
を

加

と

い

う

。

新

約

型

警

は

、

幻

の

ふ

て

い

る

。

ま

ず

、

マ
ル
コ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
の
間
隔
内

っ
て
、
復
活
で
閉
じ
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
は
、
こ
の

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
前

モ
i
セ
に
対
し
て
授
け
ら
れ
た

っ
て
成
立
し
、
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し
て
き
た
の
で
あ
る
口
頭
吾
者
ゼ
カ
リ
ヤ
は
「
ぃ
刀
軍
の
主
は
こ
う
一
言
わ
れ
る
。
完

よ
、
日
が
昇
る
同
か
ち
も
日
の
沈
む
国
か
ち
も
わ
た
し
は
わ
が
民
を
救
い
出
し
、

後
ら
を
連
れ
て
来
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
に
住
ま
わ
せ
る
。
と
う
し
て
、
彼
ら
は
わ
た

し
の
民
と
な
り
、
わ
た
し
は
実
実
と
正
義
に
基
づ
い
て
被
ら
の
神
と
な
る
」

(
8
章

で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
著
者
に
よ
る
と
後
活
祭
は
、

3
月
幻
匠

以
後
の
最
初
の
満
丹
の
あ
と
の
、
第
一
日
曜

5
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
規
定

は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ヌ
ス
帝
が
開
保
し
た
ニ
ケ
ア
会
議
で
あ
っ
た
。

6

能
紀
は
じ
め
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
イ
!
ス
タ

i
表
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
の
キ
ュ
リ
ロ
ス

(
4
4
4
年
没
)
が
算
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

5
2
5
年
に
、
新
し
い
表
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

新
た
な
去
の
算
定
を
し
た
の
は
、
ス
キ
タ
イ
世
ま
れ
の
口

i
?
の
修
道

上
、
ヂ
イ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ク
シ
グ
ウ
ス

(
5
5
0
年
没
)
で
あ
る
。
彼

が
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
発
案
者
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
「
わ
れ
わ
れ
の
長
い

年
月
を
数
え
る
と
き
、
不
信
心
な
迫
害
者
の
名
前
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を

従
来
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
体
現
か
ら
年
を
数
え
る
方
法
を
選
ん
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

彼
の
キ
リ
ス
ト
紀
元
の
算
定
方
法
は
、
賭
史
的
事
実
の
探
究
で
は
な

か
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
イ
エ
ス
の
復
活
が

3
月
出
自
の
け
u
曜
日
、
イ
エ

ス
満
初
歳
の
と
き
の
出
来
事
で
あ
る
と
す
る
。

3
丹
出
日
は
イ
エ
ス
の
受

給
告
知
の
日
で
あ
り
、
天
地
創
造
の
呂
と
き
時
考
え
ら
れ
て
い
た
け
で
あ

る
。
彼
は
拐
め
は
「
主
の
部
現
よ
り
」
と
い
一
一
世
間
葉
で
年
号
を
表
し
た
が
、

「
主
の
年
」
に
「
A
D
.
m
w
ロロ
C
り

cszr
と
い
う
一
世
間
業
が
後
に
龍
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
イ
エ
ス
の
誕
生
を
通
念
に
従
っ
て
日
月
白
日

と
し
た
が
、
紀
元
の
始
点
を

1
月

1
5
に
し
た
の
も
彼
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
紀
元
を
正
式
に
鈎
使
用
し
た
の
は
、
カ

i
ん
大
帯
で
あ
る
。
彼

は
勅
令
に
、
キ
リ
ス
ト
紀
元
に
よ
る
年
号
と
、
的
の
世
俗
的
文
書
の
伝
統

的
な
年
号
と
を
組
み
会
わ
せ
、
次
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
の
主

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
体
現
か
ら

8
0
1
年
、
わ
れ
わ
れ
の
ブ
ラ
ン
ク
に

お
け
る
統
治
か
ら

3
3
年
イ
タ
リ
ア
統
治
か
ら

1
8
年
、
し
か
し
て
わ
が

コ
ン
ス
ル
空
位
第
一
年
コ

以
後
、
時
代
が
進
告
に
つ
れ
、

F
h
d
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7
1
8
節
)
と

頗
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
は
新
し
い
契
約
を
告
げ
る
。
「
克
よ
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ん

の
家
、
ユ
ダ
の
家
と
新
し
い
契
約
を
結
ぶ
日
が
来
る
、
と
主
は
古
わ
れ
る
。
こ
の

契
約
は
、
か
つ
て
わ
た
し
が
彼
ら
の
先
抱
の
子
を
取
っ
て
エ
ジ
プ
ト
の

の
で
は
な
い
。
わ
た
し

っ
た
、

の
主
る入
。で

しあ
かつ
した

来も

か
か
わ
ら
ず
、
披
ち
は
こ
の

る
べ
き
日
に
、
わ
た
し
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
家
と
結
ぶ
契
約
は
と
れ
で
あ
る
、
と
主

は
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
た
し
の
持
法
そ
彼
ら
の
胸
の
中
に
授
け
、
彼
ら
の

心
に
そ
れ
を
記
す
。
わ
た
し
は
彼
ら
の
神
と
な
り
、
彼
ら
辻
わ
た
し
の
民
と
な
る
」

(
川
和
平
汎
節
以
下
)
。
エ
レ
ミ
ヤ
は
前

6
世
紀
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
の
新
約

聖
書
は
、
紀
元
一
度
紀
後
半
に
書
か
れ
た
文
書
栓
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
新
約
文

書
の
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
ボ
録
い
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
兄
よ
、
神
の
幕
照
が
人
の
間

に
あ
っ
て
神
が
人
と
共
に
住
み
、
入
は
神
の
誌
と
な
る
。
神
は
自
ら
人
と
共
に
い

て
、
そ
の
神
と
な
り
、
彼
ら
の
一
棋
を
こ
と
ご
と
く
ぬ
ぐ
い
取
っ
て
く
だ
さ
る
」
(
引

車

3
館
て
黙
示
録
は
、
口

i
マ
自
主
帝
に
よ
る
追
書
が
も
っ
と
も
激
し
い
時
代
に
審

か
れ
た
文
書
で
あ
る
。
迫
害
の
中
で
駒
内
教
者
た
ち
を
慰
め
た
の
は
、
こ
の
詩
葉
で

あ
っ
た
。
今
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
葬
式
で
は
、
こ
の
聖
匂
在
、
死
者
の
火
勢
の
直

前
に
朗
読
す
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
の
詩
葉
在
天
国
と
結
び
付
け
て
、

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

弘前学r~;;太学文宇部紀要

;主
キ
リ
ス
ト
紀
元
は
、
カ
ト
リ

日
を
決
定
す
る
と
い

側
で
は
カ

i
ル
大
帝
の
息
子
ル

ケ
教
会
の
教
会
行
事
の
一
つ
、
復
活
祭
の

円
前
十
十
一
香
川
日
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2 

シ
ャ
ル
ル
大
帝
な
ど
も
、
こ
の
形
式
を
諮
興
し
て
い
く
。

印
世
紀
末
ま
で
に
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
キ
リ
ス
ト
紀
一
応

(
普
遍
史
〉
が
定
着
し
た
。

一
一
一
位
一
体
論
は
、

4
5
1
年
日
丹
に
カ
ル
ケ
ド
ン
で
開
か
れ
た
第
4
間
絞

界
会
議
に
お
い
て
決
着
し
た
。
ウ
カ
ル
ケ
ド
ン
信
条
b

の
内
容
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

ァ
:
主
は
、

こ
う
し
て

人
で
あ
り
給
い

は
我
ら
と
同
盟
、

ほ
か
に
し
て
す
べ
て
に
お
い
て
我
ら
と
等
し
く
あ
り
給
い
、
神
性
に
よ
れ

ば
代
々
の
前
に
聖
父
よ
り
生
ま
れ
、
人
性
に
よ
れ
ば
、
こ
の
終
わ
り
の
時

代
に
は
、
主
は
我
ら
の
た
め
に
ま
た
我
ら
の
救
い
の
た
め
に
、
神
の
母
で

あ
る
処
女
マ
リ
ヤ
よ
り
生
ま
れ
給
う
た
。
こ
の
唯
一
の
キ
リ
ス
ト
、
御
子
、

主
、
独
子
は
、
ゴ
つ
の
性
よ
り
(
二
つ
の
牲
に
お
い
て
)
ま
さ
る
こ
と
な

く
、
か
け
る
こ
と
な
く
、
分
け
ら
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
離
す
こ
と
も
で

い
の
で
あ
る
。
:
・
」

、叩

の

は
、
イ
ヱ
ス
と
型
父
は
同
質
(
ホ
モ
ウ

l
シ
オ
ス
)
、
本

る
告
白
文
で
あ
る
。

震
が
同
じ
で
あ

参
考
文
献
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J彰
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講
談
社

(5) (4) (3) 

平
田
一
冗
ト
大
・
今
野
凶
男
『
キ
リ
ス
ト
教
史
h

1
0
7
7
年

守
安
達
也
『
キ
リ
ス
ト
教
史
π
u
h

岡
崎
勝
世
吋
聖
書
mw
世
界
史
』
講
談
社
新
書

1
9
9
8
年

中

濯

賓

郎

『

パ

お

け

る

契

約

、

1
9
7
7
年

ハ。

洗
礼
』

2
0
0
3
年

(7) 

『
詰
憐
集
い

m.
イ
ス
ラ
ム
教

1
.

語

源

イ
ス
ラ
ム
教
は
キ
リ
ス
ト
教
と

教
で
あ
る
。
と
れ
ら
の
宗
教
を
ケ

な
く
、
神
の
啓
示
に
よ
っ
て
成
立
し
た
宗
教
だ
か
ら
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ

ス
ト
教
に
は
聖
俗
の
区
別
が
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
聖
と
俗
、
教
会
と
悶
家
、

宗
教
と
政
治
の
広
間
を
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
神
を
唯
一
の
立
法
者
と
す

る
法
、
シ
ャ
リ

i
ア
(
コ

i
ラ
ン
)
の
も
と
に
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
イ
ス
ラ
エ
ル

の
民
族
宗
教
で
あ
る
こ
と
に
固
執
し
た
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
世
界
宗
教
と
し
て
の

性
格
を
持
ち
時
遍
的
、
壁
史
的
な
摂
関
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
種
・
民
族
・
悶

籍
・
結
級
を
超
え
て
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
開
放
さ
れ
た
。

の
教
典
の
内
実
は
、
「
法
」
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
は
訪
問
約

キ
リ
ス
ト
教
は
吋
記
熔
砲
↑

ラ
、
ン
/
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宗
教
の

ユ
ダ
ヤ
教
を
母
体
と
し
て
成
立
し
た
宗

と
言
う
。
人
聞
の
発
案
で
は

ム
教
は

と
吋
コ
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で、

持
と
他
者
と

「
イ
ン
・
シ
ヤ

の
規
範
が

ア
ッ
ラ

i
」
(
神
の
忠

々
の

ポ
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
に
は
、

し
召
し
)
と
い
う
言
葉
、
か
あ
り
、
全
て

る
と
い

る
。
此
の
台
討
を
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は

中
で
頗
繁
に
絞
う
。

「
創
医
記
」

ア
ラ
ブ
民
族
は
、
南
ア
ラ
ブ
と
北
ア
一
ブ
ブ
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
区
別
は
、

印
章
に
記
さ
れ
て
い
る
セ
ム
の
子
係
の
系
譜
か
ら
由
来
し
、
南
ア
ラ

の
ヨ
ク
夕
、
ど
の
子
孫
で
あ
る
。
北
ア

ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
息
子
イ
シ
ュ
マ
ヱ
ル
〈

ラ
ブ
の
大
部
分
は
遊
牧
民
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
雨
量
に
恵
ま
れ

可
能
な
南
ア
ラ
ブ
は
、
大
部
分
が
農
業
を
す
る
定
住
民
で
中
継
貿
易
を
も
行
っ
て

い
た
。

ブ
は
カ
ブ
タ
!
ン

の
子
孫
で
あ
る
。
北
アの

当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
宇
品
に
は
、
す
で
に
た
く
さ
ん
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
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教
徒
が
住
ん
で
い
た
。
マ
ホ
メ
ト
が
生
ま
れ
た
の
は
、

生
業
は
メ
ッ
カ
の
鴎
人
で
、

6
i
2
年
の
あ
る
日
、
彼
は
唯
一
の
神
ア
ツ
一
フ

i
の

啓
示
を
受
け
、
み
ず
か
ち
持
の
捷
徒
と
し
て
の
自
覚
を
飽
き
、
宗
教
家
と
し
て
の

新
し
い
生
涯
を
開
始
し
た
。
何
か
持
関
な
新
し
い
宗
教
が
そ
こ
で
始
ま
っ
た
と
い

う
よ
り
、
本
来
の
一
神
教
の
あ
る
べ
き
姿
を
回
復
し
よ
う
と
い
う
宗
教
改
革
で

あ
っ
た
。
即
ち
、
非
常
に
異
な
っ
た
言
語
や
宗
教
の
人
々
が
性
み
会
わ
せ
、
一
緒

に
暮
ら
す
、
共
生
す
る
と
い
う
生
き
か
た
を
教
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
訴
え

た
こ
と
は
、
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
に
立
ち
謀
れ
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
一
信
伸
告

内
け
(
シ
ャ
ハ

i
ダ
)
は
、
第
一
に
、
ご
フ

i
・
イ
ラ

i
ハ
・
イ
ッ
ラ
ハ

i
」
(
ア
ラ
!

の
他
に
神
的
な
も
の
は
な
い
)
。
こ
の
信
部
告
白
誌
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と

共
通
し
て
い
る
、
一
神
教
で
あ
る
。
信
抑
告
白
の
第
A

…
は
、
「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ラ

ス
i
ル
ッ
ラ
!
」
(
マ
ホ
メ
ツ
{
顕
一
言
者
〕
で
あ
る
)
む
こ
れ
は
、

ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と

る
。
被
の

る
大
事
な
告
出
な
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
立
場
か
ら
詩
え
ば
、
最
初
の
預
一
一
一
行
者
は
ア
ダ
ム
、
そ
し
て
、
最

後
の
瀕
言
者
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
で
あ
る
。
啓
一
ぷ
の
書
物
に
欝
か
れ
て
い
る
言
語
は
、

預
言
者
モ

i
セ
を
通
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
ア
ラ
ム
語
で
啓
示
が
与
え
ら
れ
、
「
律

法
」
を
授
か
っ
た
人
々
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
。
預
詩
者
イ
エ
ス
を
通
し
て
ギ
ワ

シ
ャ
語
の
「
福
立
日
書
」
そ
捜
か
っ
た
人
々
が
キ
り
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
そ
し
て
、

預
言
寄
マ
ホ
メ
ッ
ト
を
通
し
て
ア
ラ
ビ
ア
語
の
啓
示
を
受
け
取
っ
た
人
々
が
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。

2
.
神
・
ア
ッ
ラ
!

ア
ッ
う

i
(神
〉
は
、
日
月
星
縁
、
大
空
と
大
地
、
山
川
草
木
と
地
上
の
あ
ら

ゆ
る
生
物
等
、
宇
宙
の
万
物
の
創
造
者
で
、
自
然
に
は
守
る
べ
き
秩
序
、
人
類
に

は
従
う
べ
き
揖
範
を
授
け
た
。
こ
の
人
類
の
従
う
べ
き
規
範
を
『
コ
!
ラ
ン
h

で

あ
る
。
そ
れ
は
元
来
、
水
場
に
至
る
道
、
そ
れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
ア
ラ
ビ
ア
半
島

の
よ
う
な
乾
燥
地
構
で
は
確
実
に
死
に
至
る
道
を
意
味
す
る
。
唯
一
の
神
へ
の
絶

対
的
服
従
は
、
具
体
的
に
は
シ
ャ
リ

i
ア
へ

さ
ず
来
批
で
天
国
の
生
活
が
保
証
さ
れ
る
た
だ
…
つ
の
方
法
で
あ
る
。
コ

i
ラ
ン

第
2
9
1
4
節
に
、
「
我
は
唯
一
の
持
。
さ
れ
ば
我
に
仕
え
、
心
に
念
じ
て
礼
拝
せ

よ
)
と
命
じ
、
「
言
え
、
殺
こ
そ
唯
吋
の
神
。
生
ん
だ
こ
と
な
く
生
ま
れ
た
こ
と
な

し
。
並
ぶ
べ
き
も
の
な
き
唯
一
の
も
の
」
(
第
1
i
2
翠
)
。
こ
れ
は
イ
エ
ス
を
神

の
子
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
唯
一
の
神
は
永
遠
に
し
て
、

全
知
・
全
能
で
あ
る
。
神
は
、
「
ク
ン
と
い
う
一
一
請
で
万
物
を
創
造
し
た
」
〈
第
2

章
1
1
7
鮪
〉
。
コ

l
ラ
ン
に
は
、
神
が
白
ら
の
姿
を
か
た
ど
っ
て
人
間
を
創
造
し

た
と
い
う
観
念
は
な
い
。

と
り
も
高

3
.

『コ
i
一フン
h

神
の
轡
一
不
が
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
下
り
、
そ
れ
を
記
諒
し
た
撤
回
物
が

T
J
i
ラ
ン
い

で
あ
る
。
叶
コ

i
ラ
ン
」
と
は
、
「
説
諭
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
信
者
は
会

堂
〈
モ
ス
ク
)
で
、
「
コ

i
一
ブ
ン
い
を
唱
え
る
の
で
あ
る
。
「
コ

i
Fブ
ン
」
の
教
え

の
中
心
は
、
迫
り
く
る
最
後
の
審
判
と
終
末
に
つ
い
て
の
警
告
で
あ
る
。

マ
ホ
メ
ッ
ト
は
最
初
の
頃
エ
ル
サ
レ
ム
立
向
か
っ
て
礼
拝
し
、
ユ
、
ダ
ヤ
教
の
購

罪
の
日
で
あ
る
1
丹
刊
に
断
食
を
し
て
い
た
。
し
か
し
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
マ
ホ
メ
ツ

ト
を
偽
預
一
一
一
行
者
呼
ば
わ
り
し
た
の
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
対
決
し
て
、

6
2
4
年
に
メ
ッ

カ
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
よ
う
に
改
め
、

9
月
の
一
ヶ
月
間
を
ラ

γダ
!
ン
の
月

と
し
、
断
食
を
諜
し
た
。
モ

i
セ
の
シ
ナ
イ
契
約
(
十
戒
)
を
「
こ
れ
こ
そ
保
管

さ
れ
た
石
般
に
記
さ
れ
た
栄
光
に
溝
ち
た
コ
!
う
ン
」
(
印
章
打

1
町
内
)
と
い
う
。

ま
た
、
「
こ
れ
こ
そ
大
切
に
守
ら
れ
た
キ
タ

i
ブ
(
啓
一
恋
の
尊
い
コ

l
一
ブ
ン
」
(
第

田
章
れ

i
m
)
と
い
う
。
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(2) 

5
桂
.

@ 
礼

H 

⑨
蕗
捨
、

の
五
行

で
あ
る

イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
必
い
誌
唯
一
に
し
て
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
持
の
使
誌
で
あ
る
」
と

っ
て
、
日
に

5
田
孔
拝
す
る
。

メ
ッ
カ

5
.
ヒ
ジ
ュ
一
フ
暦

警

は

、

国

家

と

支

配

者

の

る

も

の

で

あ

る

。

古

代

口

l
マ
は
、
皇

の
即
位
の
年
代
か
ら
踏
を
定
め
た
。
新
約
聖
護
ん
カ

3
章
に
「
自
明
帝
テ
イ
ベ
ワ

ウ
ス
の
治
世
第
日
年
」
と
い
う
記
事
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
英
国
で
は
、
国
王
制

度
が
今
も
健
在
で
あ
る
。
し
か
し
諮
は
も
普
遍
史
〈
四
勝
〉

ω
を
黒
い
て
い
る
。

さ
て
、
日
本
で
あ
る
。
日
本
国
は
、
神
武
天
皇
の
即
位
を
紀
元
節
と
し
て
、
昭
和

の
敗
戦
後
も
、
昭
和
、
平
成
と
現
代
に
…
品
川
る
迄
天
皇
警
を
継
執
し
2
月
日
告
を
建

掛
記
急
日
と
し
て
抗
っ
て
い
る
。
国
内
の
公
文
書
は
す
べ
て

け
れ
ば
な
ら
な
い
世
界
で
も
珍
し
い
現
象
で
あ
ろ
う
。

凶
暦
(
キ

ス
ト
暦
)
は
キ
ス
ト
の
誕
生
を
紀
元
と
す
る
。
部
ち
、

ω-n・

(
国
主

0
3
n
y江
ω
F
紀
元
前
)
と

p
p
(〉ロロ
O
U
C
S
Z
7
主
の
年
)
で
あ
る
。

キ
ワ
ス
ト
教
闘
は
こ
れ
を
用
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
舗
は
ヒ
ジ
ユ
ラ
暦
と
い
う
。
こ
れ
は
、
マ
ホ
メ
ツ
ト
が
迫
害
を

〈
ヒ
ジ
ュ
ラ
)
し
た
け
〈
西
謄
6

て
ヤ
ス
リ
ブ

6
2
停

〉

太

陽

暦

〈

i
年
を
3
5
4
日
〉
を
mm
い
て
、

世
界
で
誌
唯
一
の
公
式
の
轄
と
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム

5.
信
者
の
実
践
的
義
務

的

礼

揮

礼
拝
を
ア
ラ
ビ
ア
請
で
は
「
サ
ラ

i
ト
」
と
い
う
。
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
キ

ア
ラ
ム
語
で
礼
持
し
て
い
た
の
を
取
り
た
の
で
あ
る
。
サ

リ
ス

ラ
i
ト
の
語
源
は
、
ア
ラ
ム
語
で
あ
る
。
礼
拝
は
額
を
地
に
つ
け
る
「
ス
ジ
ユ

ド
」
(
平
伏
)
で
あ
る
。
そ
れ
は
被
造
物
と
し
て
の
人
間
の
神
に
対
す
る
感
謝
と
服

従

の

念

の

夜

明

け

、

正

午

、

日

没

時

、

夜

中
の

l
口

U
5
屈
を
義
務
と
し
て
い
る
。

間
断
食
と
巡
礼

断
食
(
サ
ウ
ム
〉
は
、
ラ
ナ
ダ
!
ン
の
月
号
丹
で
あ
る
。
こ
れ
培
、
『
コ

l
一フ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
没
か
ら
翌
日

ン
h

第
2
章

1
8
3
1
1
0
0

の
日
の
出
ま
で
は
白
山
に
飲
食
で
き
る
。

巡
礼
は
メ
ッ
カ
の
カ
!
パ
へ
の
巡
礼
で
、

マ
ホ
メ
ッ
ト
が
神
に
召
さ
れ
る
日
も
漉
く
な
い
の

し
た
こ
と
を
先
例
と
し
て
起
こ
っ
た
。

コ
ー
ラ
ン
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い

っ
て
「
別
離
の
巡
礼
」
を

ジ
ハ

i
ド

イ
ス
一
ブ
ム
の
勝
利
の
た
め
に
異
教
徒
と
戦
う
こ
と
を
「
ジ
ハ
!
ド
」
と
い
う
。

中
国
の
イ
ス
う
ム
教
徒
は
、
こ
の
百
薬
を
「
聖
戦
」
と
漢
択
し
た
が
、
本
来
は
、

「
神
の
道
に
お
い
て
弾
力
す
る
」
の
意
械
で
あ
る
。
ジ
ハ
ー
ド
に
お
い
て
命
を
失
っ

た
斉
は
殉
教
者
〈
シ
ャ
ヒ

l
ド
)
で
あ
り
、
「
信
仰
に
入
り
、
持
の
道
に
お
い
て
全

財
症
と
生
舎
を
な
げ
う
っ
て
戦
っ
た
も
の
は
、
神
の
み
も
と
で
最
高
の
位
に
あ
ず

か
る
。
彼
ら
こ
そ
終
わ
り
を
ま
っ
と
う
す
る
も
の
で
あ
る
」
(
第
9
章
加
節
)
と
い

う
約
束
は
、
殉
教
者
と
来
世
の
天
国
が
約
束
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
ち
れ
て
い
る
。

司コ

l
ラ
ン
b

第
げ
章
お
節
に
は
、
殺
人
を
禁
止
し
な
が
ら
も
、
正
当
な
理
由
も

な
く
殺
さ
れ
た
場
合
に
は
、
桔
続
者
に
血
の
復
暫
を
認
め
て
い
る
。
血
の
復
讐
は
、

「
目
立
は
日
を
」
と
い
う
タ
リ
オ
(
同
害
複
轡
法
〉
で
、

同
等
性
を
認
め
た
。
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マ
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食
物
規
定

?{ヰ)

ブ
/〆

で
お君、
';T' 

じ

て
い
る
食
物
は
、

タ
肉
、
屠
殺
に
当
た
っ
て
ア
ッ
ラ

l
玖
外
の
名
の
唱
え
た
も
の
」
(
第
S
章
2
4
5

あ
る
。

能
川
)

で
、
消
と
賭
矢
と
お
い
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

教
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
が
禁
止
の
埼
山
と
さ
れ
て
い
る
。

k襲

ぉ

結

J
A
に
い
っ
た
交
を
二
人
な
り
三
人
な
り
、
あ
る
い
は
四
人
な
り
め
(
第

4
翠

3
節
)
の
時
一
不
は
、

γ
本
メ
ッ
ト
の
意
関
し
た
こ
と
は
、
戦
死
し
た
そ
の
未

亡
人
と
孤
児
の
生
活
を
保
証
す
る
た
め
、
余
硲
の
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒

ι妻
を
公

平
に
扱
う
こ
と
を
条
持
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
妻
を
要
る
よ
う
奨
励
し
た
の
で

ア
メ
リ
カ
の
開
話
時
代
に
移
住
し
た
そ
ル
モ
ン
教
徒
も
同
じ
方
法
を
採
用

あ
る
。

し
た
の7

.
イ
ス
ラ
ム
教
慌
の
分
布

イ
ス
ラ
ム
教
誌
の
数
は
、

5
穣

3
5
0
0
万
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

主
な
地
域
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
キ
ワ
ス
ト
教
徒
の
数
は
、

9
積

4
0
0
0
万
)

ωア
ラ
ビ
ア
半
畠
・
イ
ラ
ク
・
シ
ア
・
ヨ
ル
ダ
ン
な
ど
西
ア
ジ
ア
の
諸
問
、

3

0
0
0
万。
コ
・
イ
ラ
ン
・
ア
ブ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
な
る
西
ア
ジ
ア
の
非
ア

7
5
0
0
万。

的
エ
ジ
プ
ト
・
ス

i
ダ
ン
・
モ
日
ッ
コ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
を
国
語
と
す
る
ア
フ
リ
カ

議
困
、

7
0
0
0
万

凶
ソ

γ
リ
ア
・
エ
チ
オ
ピ
ア
・
タ
一
一
ア
・
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
ア
ラ
ビ
ア
語
を

国
語
と
し
な
い
ア
ブ
リ
カ
諸
国
、

6
0
0
0
万。

ン
ド
亜
大
降
、

1
議

5
0
0
0
万。

ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
連
邦
・
シ
ン
ガ

ポ

)v 

ブ

イ

ピ
ン

ブ

i
僚。

的
ソ
ゼ
エ

5 
0 
o ~ 
万!日

3
0
0
0
h。

パ
の
バ
ル
カ
ン
半
島
、

5
0
0
万。

メ
リ
カ
合
衆
閣
に
は
、

l
ち

6
5
年
の
薪
し
い
移
民
法
に
よ
っ
て
中
東
や
ア

ジ
ア
か
ら
の
移
民
が
脊
易
に
な
り
、

8
0
0
万
人
の
ム
ス
ワ
ム
が
い
る
。
モ
ス

ク
は

1
4
0
0
あ
る
。

ωヨ
i
口

参
考
文
献

つω

『
イ
ス

社) (3) 

岩
波
書
誌

2
0
0
2
年

大
高
持
政
吋
イ
ス
ラ
ム
か
ら
の
発
想
』
講
談
社
現
代
新
書

ひ
ろ
さ
ち
ゃ
・
黒
問
者
部
吋
コ

i
一
ブ
ン
』
鈴
木
出
版

鵠
回
議
平
『
イ
ス
ラ
ム
教
史
』
山
川
出
瓶
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1
9
9
2
年

i
9
7
8
年

補
遺

我
々
の
留
に
は
、
無
謀
教
を
自
認
す
る
人
が
多
い
。

君
は
特
定
の
宗
教
を
詰
じ
て
い
ま
す
か
と
訊
ね
て
み
る
と
、
殆
ど
の

い
と
答
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
学
生
も
神
社
参
拝
は
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
化
庁
の
統
許
に
に
よ
る
と
神
道
系
の
信
持
は

1
1
8
、
3
8
4
、
2
3
3
入
、
仏

教
系
は

8
9
、
ハ
V
3
3
人
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
数
字
は
持
社
に
捗
打
し
た

数
と
仏
式
葬
式
に
捗
則
的
し
た
人
数
か
ら
算
出
し
た
も
の
で
、
正
憾
で
は
な
い
。

神
道
も
仏
教
も
、
い
わ
ゆ
る
「
竺
活
宗
教
」
で
は
な
い
。
ま
ず
、
金
物
に
つ
い

て
の
タ
ブ

i
は
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
明
維
な
食
物
規
定
が
あ
る
。

宗
教
と
は
、
「
規
範
」
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
我
々
日
本
人
に
欠
如
し
て
い
る
。
キ

リ
ス
ト
教
に
も
金
物
規
定
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
(
清
教
徒
〉
の

受
講
者
に
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人
々
は
、
禁
酒
禁
煙
を
そ
ッ
ト

i
と

し

て

い

る

。

の

食

べ

じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
集
抵
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

し
て
泣
札
持
と
祈
り
と
聖
書
朗
読
を
大
関
に
し
、
鱗
人
愛
に
努
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
習
慣
は
神
道
に
も
仏
教
に
も
見
当
た
ち
な
い
。
正
月
の
初
指
と
葬

式
に
誌
付
き
合
う
。
こ
れ
が
我
々
日
本
人
の
文
化
と
し
て
の
宗
教
で
あ
る
。
し
か

し
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
同
洋
の
人
々
の
宗
教
は
、

し
か
し
、

で
あ
る
。
こ
の

交
流

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ち
な
み
に
、
世
界
の
宗
教
分
布
の
凶
つ
ぎ
の

徒
3
2
・
5
5
%
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

1
6
・
5
%
、
ヒ
シ
ド
ウ
教
徒

1
3
・
3
%
、

%
 

ら
れ
る
。
我
々
は
、
宗
教
の

で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

ユ
ダ
ヤ
教
徒

0
・
4
%
、
で
あ
る
包
世
界
キ
リ
ス

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
う
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
が

1

8
・
5
%
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
が

8

・
4
%
、
東
方
正
教

2
・
8
wの
そ
の
他
諸
一
派

5
・
1
%
で
あ
る
。

こ
れ
ら
宗
教
が
罷
勢
で
あ
あ
る
盟
々
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
国
培
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
北
欧
諸
虫
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス

イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
期
ア
フ
リ
カ
共
和
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の

国
は
、
メ
キ
ヒ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
リ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ベ
ル
ギ
!
、
チ
ェ
コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ

i
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
、
ポ
ッ
ト
ガ
リ
庁
、
ブ
イ
リ
ッ
ピ
ン
で
あ
る
。
東
方
正
教
は
ア
ル
パ
ニ
ア
、
ブ

ル
ガ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ん
!
?
イ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
は
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
・
ラ
ン
、
イ
…
フ
ケ
、
レ
バ
ノ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ト
ル
コ
、
イ

マ
レ
イ
シ
ア
、
ワ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
シ
な
ど

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
で
あ
る
。

典
』
)
。
ま
た
、

ン
ド
ネ
シ
ア
、

で
る
。と
こ
ろ
で
、

キ
リ
ス
ト
教
関
ア
メ
リ
カ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は

7
百
万
人
、
ず
で
ス

の
数
は

i
4
0
0
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
は
多
く
の
イ
ス
ラ
ム

て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
次
に
多
い
の
で
あ
る
。
ア
メ

ユ
ダ
ヤ
人
の
数
は
本
国
イ
ス
ラ
ヱ

ク

ユ
ダ
ヤ
人
は

6
百
万
人
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
問
、
だ
に
摩
擁
が
起
こ
る
わ
け
で
あ
る
。

イ
う
ケ
、
エ
ジ
プ
ト
に
も
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
存
在
す
る
。
中
京
の
キ
リ
ス

ト
教
は
、
束
十
H
の
ギ
リ
シ
ャ
在
教
会
で
あ
る
。
か
つ
て
の
イ
ラ
ク
の
首
相
も
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
の
キ
ワ
ス
ト
教
徒
は
人
口
の

7
%
、
ぬ
万
人
で
あ
る
。

エ
ジ
プ
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
人
口
の
一
割
で
、
大
統
領
も
ク
ワ
ス
マ
ス
に
は
教

会
の
礼
拝
に
出
売
す
る
の
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
日
月
お
け
は
で
は
な
く
、

i
月

7
日
で
国
の
説
祭
日
と
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
も
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
だ
け
で
は
な

く
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
多
数
住
ん
で
い
る
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
市

長
は
パ
レ
ス
チ
ナ
入
で
あ
る
。

2
0
0
3
年
9
月
山
日
の
『
朝
日
』
に
よ
る
と
、

政
教
分
離
を
原
則
に
掲
げ
る
フ
ラ
ン
ス
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
生
徒
が
ス
カ

i

ブ
資
で
授
業
を
受
け
ら
れ
る
高
校
が
北
部
リ

i
ん
に
開
校
し
た
。
信
徒
数
が
キ
リ

ス
ト
教
の
次
に
多
く
、
倍
誌
は

4
0
0
万
1
5
0
0
万
人
な
の
に
、
独
自
の
高
校

を
持
た
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
と
っ
て
画
期
的
な
第
一
審
だ
と
報
じ
て
い
る
。

世
界
の
国
々
は
、
単
一
畏
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
宗
教
的

多
元
民
義
の
国
で
あ
る
。
日
本
も
同
様
に
単
二
民
族
で
は
な
い
。

独
自
の
宗
教
を
絶
対
化
し
始
者
を
符
認
で
き
な
い
人
を
原
理
主
義
者
と
い
う
。

か
つ
て
の
ヨ
本
の
よ
う
に
、
権
力
に
よ
っ
て
特
定
の
宗
教
を
強
要
す
る
場
台
も
要

注
怠
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
だ
け
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
に
も
原

開
主
義
者
(
ブ
ア
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
)
が
少
数
な
が
ら
作
在
す
る
。
原
則
ム
主
義

者
ほ
宗
教
、
だ
け
で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
治
思
想
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と

が
起
こ
る
。
間
線
化
と
は
、
全
て
の
同
々
の
文
化
と
宗
教
と
埼
念
、
即
ち
、
文
化

の
多
様
性
(
多
文
化
主
義
)
を
符
認
し
受
脅
す
る
視
点
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

ん
よ
り
多
い
。

ヒ
ン
ド
ウ

l
教

イ
ー
一
フ
、
/

20-

、ノ

d
h
y
一

E
Y

F

/
』

i
t
i
t

月

4
U
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